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‘“tLeauRAORR 
suze omi 津 仮 斑 
meme 河 野 義 78 
wo OL A. fe = 


=| 次 
ie | 6 (eRe mes kU HEH Le 3 est 
2 BEALE DO bet | I L FEED Pas ARE L O thie 
3 (EBS HP | 7 AUPE REIS B&O AR BD (be 
4 46 BK 分 析 の 比較 
5 tig eo 

1 i a 


BACT HL SB DSM < BBC IC RAE TS S FOU eee PAY LRH © RIC 
する も の が 敷 種 ある が HEAD WILL TH Z LOL, RRO 控 集 で あ 
る 答 内 幅 士 の 分 を 除け ば 本 分 析 に 使用 し た 小林 氏 寄 贈 の も の の み で ある 。 

RAS lt 必ず し る ゃ も RHI 良質 の み で な い , 単品 RA, 多く は 
2 mm PFO Fo BAH Cc, JME 5mm を 越え る も の は Wn, TH 
Ms 7) eA Vk, BER PEA OD 一 特徴 で ある — Tigh S RFK CHOOT, 
EEE DOZEN) DO HE IC ATE S EARL, FERMI AIC HB PMT BT S 
結 品 面 を 有 し , ZEW ICO CRIES SERTLOTHS, 

と れ 等 結晶 画 上 に は , 時 に 微細 の 石英 結 唱 を 見 る と と が ある が , 其 敷 は 多 


本 2(2) 、 SAT RR BS a, 2 


く な い , LER ORS KORO AMICI ZB OREMAS © MET S, 
ZOD Bi Gh ABE & PES. DSWLIC ASHER AD AE BE IL 573°C 以下 で ぁ つ た 
と と を 確認 する と と が 出來 る 。 

上 記 の 如く 化 如 分 析 に 適する 様 な 大 な る 幅 一 結晶 を 得る と と は 出来 な か 
つた の で , 多 敷 の 結晶 集合 購 を 破砕 し て 細 粉 と し , 題 微 鑑 下 で 良質 を 撰 所 分 
MICHEL Fe, iLO AES Ra LGM  OICRSE CIR AATBIC LO 
CHB IC HHS ADE a BET ST EDS HR SAS, 石英 の BIAS eh IC Bl 
REE RETEST SFSIC, HUE OI, Aa Tx, S AN IL TIC PA FERE Lew, こ 
MERETSCLAATCK<  BwOICRSEE NURO TCHS, 

I< DUN < FEONEE LC RB LL 7e MR ICINL T, 先 信 比重 の 測定 を 行 ひ , 
然 る 後 基 一 部 を 化 提 分 析 に 付 し た の で ある 。 

ASA aes Sp 及び Alm (CHT Lit, HBL 比重 と を 将 比 し て 
見 る と 容易 に 推測 され る と 同時 に , 又 Gr 及び Py が 極め て 少く な けれ ば 
BEWOESMINED A LHR SHES SN ZO CHS, 

2a Ake RP ORM 

PEL Ih CE PENA © (EELS P AT US CLIC HOE AST IC CFF LAURA ER A ASHEN 
ww CIE 15 年 版 第 223 FL に 記載 され て 居る 。 こ と の 分 析 の 結果 り (KBBICL 
て 本 論 の 如き 詳 論 に は AES CH SDS, 然し AHA AASPRIC MnO tc 
WU LOCH S OF SEE WIC 30 年 以前 に 認識 そし め た る は 本 邦 奏 物 
ASIC HA 7e SLE LIM, 

先 づ 本 分 析 の 結果 を 今回 堂 教室 に 於 て 最近 新 に 測定 し た 物理 性 質 と 比較 
mms ths 5, 

COALS PPL Ds B MER GEHL, これ か ら 山 折 率 , LILO He 
EDM CHS EPBRORCHS, 


4 te 


Ry EBAC ANE S PELE BLO BE VUE (kA IC HLT BSI G2 L ASSET 


1) SiO,=41.96, Al,O,=16.81, FeO= 16.03, MnO=19.38, MgO=0.38, CaO= 
1.30, Kj0=0.22, Na,O=0.51, ¥y=0.22, 合計 =97.31 (96.81). 
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a 


Gr And Alm Py Sp 


aN GE ac | 測 頒 She Ge | PRU Ute 
4.35 42.16 1.89 51.60 | 1.808 | 1.817 | 4.200 | 4.219 | 11.559 | 11.576 


HU GE | 


社 に 於 て 弱 表 せる も の で ある 。 こ と れれ 等 の 値 と 端 成分 ょ より 算 出し た 値 と 比較 
し て 見 る と 各々 著しい 差異 が ある 。 第 一 に 屈折 牽 に 於 て 其 差 異 は 小 敷 慰 以 
下 三 位 で 9 HPL CHS 206 殆 ん ど 二 位 で ェ PLOZERS ZEROS, と 
れ は 著しい 差異 で 化 四 分 折 の 結果 と 物理 性 質 と が 調和 し な い ー つ の 礎 然 た 
RHR CHS, TALICIMNS. SIC BIC HTS) BOF iit CH 2 AEE 
DED D VY ABFA DO BUD Fe CH 2 Fipta 差 が ある 。 か く 差 
FREES ST EMT O(LLBRKYE RT MAHAR OME L 7e HE 
有する も の と は 異な つた も の で ある と 言 ふ と と に な る 。 

然 ら ば これ 等 物理 恒 敷 を 有する 本 樹 右 の 化 調 成 分 は 如何 な る 値 を 有する 
も の か と 言 ふ と , 若 し 共 端 成分 が 5 種 で あれ ば 物理 恒 敷 が 3 HOS CA 
式 上 算出 は 出來 な い が , 端 成分 が 4 種 以下 か 或 は 5 種 中 一 種 或 は 二 種 が 極 
あめ て 少量 で 除外 し 得る な ら ば 物理 恒 散 と 端 成分 と の 間 に 來 立 四 元 一 次 方 程 
式 或 は 了 立 三 元 一 炊 方 程 式 が 成立 し 端 成 分 の 混 比 を 算出 する こと ee 

JERE (EAL SRS & LH TL ASHIAG S SFL BL IC kN 7e SERCH S 

ARTS 23 4, 第 5 HERB 209 及び 210 頁 に 掲げ た る Stockwell hie’ 
EADS MILA BONA Sp,Alm"Kor And 2342CH ST & ase 
BESNZ, COHDO ELODIE ATL CES 4D OHBIL=ZOO 
PEG Ops 2 つ で つ 組 合 す れ ば 算出 する こと が 出来 る 。 共 結果 は 第 
WRORCH Oo 

Dip heD ELA £ 0 WER O We AEE ENT 6 eB ICR 


Lap) 


EE CHW ELTA AAT Oa YE & LEAR Ha RIE IC AF LB AERO HST EASA 


1) oR, F23w, BSH, 213. 


第 wR KR 
| (te 2 (Ge | Gta, | ae | 下 7 均 
And Siow 5.05 5.27 | 923 
Alm 39.67 38.92 39.98 S9592 
Sp 54.96 56.03 54.75 55.25 
n=1.817, G=4.219, ag=11.576 A 


られ る 。 特 に SiO, と MnO と の 相違 が 著しい 。 猫 第 参 表 エ に 興 へ を 計算 
値 を 後 章 に 逃 べ る 筆者 の 二 人 が 各自 鋼 立 に 今回 分 析 し た 結果 (GBR 
と 比較 する と 其 間 に 近似 の 開 係 が 見 られ る の で ある 。 


第 BF #R 
ria © ar ae a EE 
{ 

SiO. 36.27 43.77 Cad 1.64 1.36 
AlsO; | 19:48 17.53 MnO 23.72 20.22 
Fe203 1.69 aceite 

2 ES 
4 Co x | 100.00 | 100.00 


I 第 武夷 に 興 へ た 平均 値 より 筑 田 し た 酸化 成分 
Il 地質 調査 所 分 析 中 より アル カ ヵ リ 及び HH。0 を 除去 し て 百分比 に 改称 せる も の © 
8 化 分 本 

AAS Mn を 多量 に 含む も の で ある か ら 黄 分 析 に は acetate me- 
thod を 用 ひな けれ ば な ら ぬ , そ れ が 人 久 め に 分 析 の 結果 に 多少 の 不正 確 さ 
を 招く 恐れ は ある 。 上 記 の 如く Ca 及び Mg の 量 は 少量 で ある 穫 で ある ぁ る , 
然し 正確 の 舘 を 欲しい の で ある , なぜなら ば Ca を 含む And 分 子 及 び 
Mg を 含む Py PTAC ARRROKL BO SAIC BE AZT Lye 
し いか ら で あ る 。 Ehik CaO 及び MgO の 検出 に は 特に 注意 を 携 つ た 。 
本 分 析 に は 筆者 の 一 人 河野 が 主として 其 衛 に 営 り , 他 の 一 人 八木 は 河野 の 
指導 の 下 に 同じ 分 本 試料 の 一 部 分 に 就 い て 分 析 を 行 つ た も の で ある 。 前 者 
は 二 回 分 析 を 行 ひ 後者 も 二 回 行 つ た が 良好 の 結果 の み を 前 者 の 結果 と 並 ペ 
て 第 四 表 に 掲げ た 。 
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第 四 表 
河 野 BS ~-38 
I II | eB 均 
SiO5 35.50 35.78 35.64 35.97 
TiOg 0.29 0.27 0.28 0.29 
NCR 18.86 18.93 18.90 18.90 
Fe203 3.60 3.16 3.38 4.49 
FeO 15.87 15.87. | 15.87 15.19 
MgO 0.44 0.43 0.44 0.42 
CaO 1.52 0.89 1.21 1.14 
MnO 23.86 24.06 23.96 24.08 
H,O_ pas 0.71 0.61 0.46 
Total 100.45 100.10 100.29 100.94 
2 46 = x 


第 四 表 に SL SEKIC MAA OMLMLHE << EL CHS. 今 こ と れ 等 の 値 か ら 一 般 
OMA SY FAB SIRFLE 3:2:3 ICH SRICHAAIC SL SO BT 


第 A R 
ig OP OT Rem, ars ih 
ATH | 0=1200L LCORFE | RTH | O=12000L LTORTFH 

Si 594 296 600 296 

Ti i 2 298 y 2 298 
Al 371 185 .,s} 200 370 183 f17} 200 
Fe 42 21 { - 56 28 Yl 

Fe” 220 {10 * 2) 7 oA Wea 104 

Mg 11 5 300 ji 5 297 
Ca 22 11 21 | 10 

Mn 338 168 339 167 

O 2406 1200 2429 1200 


る と 河野 の 結果 か ら は 
(Fe"’, Fe",;0 Mg; Cay, Mn ss)300 (Aligs Fe’’’15)200 (Sisge Liz) eos OFse0 
八木 の 結果 か ら は 
(CR CVO Caio Mitigz)207 (Alias Fe’’’1z)200 (Sizes 0 O1200 
と な り 一 般 式 の 原子 比 を APMWLT ZO CH SM, T ORFRE BSB OIC 
第 五 表 に 見 る 様 に KOBMIEL 入れ て 居る , 印 ち FeO, の 3 分 の ェ を FeO 
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CIMALT R67 Ek CHS,RMESNE 3:2:3 OlbkDbS BLY MENT 
Fe。0。 248 と な る か ら で あ る ろ る 。 周知 の 如く FeO, は Hill icc 得 た る 
FeO と 全 鐵 量 と の 差額 を 以 て 定 む る の で ある , FeO Olezeeid 理論 上 絶 
習 的 正 値 を 得 難 き も の で は ある が 熟達 の 分 析 者 に よれ ば これ に 近似 の 値 を 
得る と と の 出来 る の は と こと れ 又 周 知 の 事 で ある 。 AEEIC HTH Fe。0。 が 
か くく 過量 を 興 ふ る は 後 た 逃 ぶ る 端 成分 (end members) の 算出 上 困難 の 問 
題 を 引き 起す か ら 特 に 注意 し て FeO の 測定 は 三 回 繰返し て 行 つ た が 其 結 
果 は 各 * の 場合 近似 の も の で あぁ つた 。 故に FeO, OIG lk HICAHFLO 
誤差 と し て 取扱 ひ 得 ぬ の で ある 。 

か く の 如 き 過 列 の FeO。 の 存在 を 確 物 塁 的 に 如何 に 解 竹 する か は 難問 
題 で あつ て 未だ 満足 すべ き 解 決 申 に 達し 得 な に の で あぁ る が 以下 少し く 者 窒 
ORE © GL Cah itO me & ME UO THS, 

5 端 成 分 

第 一 に 河野 分 析 の 結果 ょ り 端 成分 を 算 し て 見 る と BAK の 様 で , Py= 

1.91, And=3.81, Alm=38.13, Sp=56.15 と な り SiO。, FeO, 及び MnO 


mT OR 
BR y 
分 子 比 Py And Alm | Sp 

Sit | BB % 
SiO» 0.594 11 18 220 | 324 mil 1,26 
TiOs 0.004 4 0 
AlgOg 0.185 4 73 | 108 0 
Fe203 0.021 6 1 14 2.24 
FeO 0.220 220 0 
MgO 6.000) 14 0 
CaO 0.022 18 4 0 
MnO 0.338 324 4 0.29 


は 重量 に 於 て 各々 1.26%, 2.24% 及び 0.290% OIGMCHS, と の 場合 
Fe。0。 の 2.24% Pid Mld PMREOMEN CREE RB. LOCH 
Bo 

KIC GbR DL ¢ Bk L CaS ELLE 5, BPRPLICM Te 
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SiO, 及び Fe,O; LR REOMAL OAR SIME TOCHS, 2 
Dita Rl BU LH S—-OO WMKELT RO: RO, : SiO. を 3:1:3 の 
HIcdtb Lt SRC Fe,0, £4 LIE-BED FIG 0.014 を .Al。0』 
に 加算 し , 0.012 を 0.024 ICKL T FeO に 加算 し 端 成分 を 算 肌 する と 
GSCROERTCH Bo 
COnttick Tc TiO, it Ti-And PRT SOEL, Fe,O, m 3.38% 
中 2.24wt% it AloOg に 加算 し て Fe’ a8 Al KBMTSLOLHBL 
OCHS. DK TSLUAWOR Rw le fidIc SiO, CHT 0.06 wt% 
及び MnO に 於 て 0.57 wth の み で ある 。 か くし て 得 た る 端 成分 の 分 子 
の 百分比 は 


Py=1.84%, And=3.68, Alm=39.20, Sp=55.28 


Ea be 表 
BE y 
op Es Py And Amey Sp) === 
分 子 比重 量 % 
SiO。 | 0.594 ii pts 234 | 330| 1 | 0.06 
TiO, | 0.004 4 0 0 
A OO SS 4 78 | 103| 0 0 
Feg0 | 0.021 { 6 1 7 ene 0 
FeO 0.220 3234 234 0 0 
MgO | 0.011 11 0 0 
CaO | 0.022 18 4 0 0 
MnO | 0.338 330 | 8. | 0.57 


CHS. 今 と れ 等 の 端 成 分 より BRB, LBRO a を 算出 する と n= 
1.814, G=4.212 MU ap=11.567A EE G=4.219 KRU 

ap=1I.570A と 比較 する と APLO MEOMAL 越し た 差違 で ある 。 こ と 
の 差 赴 は 分 本 の 結果 に 於 て And 分 子 を 形成 する CaO を 僅か に 0.5% 増加 
し MgO 及び MnO を 少量 減 ず れ ば 略 々 消失 せ し む る こと と が 出來 る , 然し 
Sy AT LIE TERS © Hho Cet © MICE T STEM RRC. 
BEAD BPEL ACT IM AULIMIC OAFTF STE § Mika, Hic Fe,03; の 
AF Lik OIE T NETL CH SAME BNC EN A FO AP AEAE & 
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BEET ZICILEPHEBARED CD 3. 

LER O—AINAO (LEAT OELIC D EHTS & VEL TLC Fe20』 
ICL CABG OSE & EEO EPL RER RF 

HINRICH Zan < FPR It SiO. 及び Fe。0。 に 於 て 各 * 1.26wt% 
及び 3.30% を 残存 し , 殊 に Fe,0, CRG SEEKS, と の 場合 に 
Fe。0。 の 一 部 は Al,O, を 置換 する も の と な し , 残 量 を FeO cums 
と 表 の 如く Alm を 形成 し 得る 適量 を 示し 第 二 残 量 は 極め て 少量 と な る 。 
と の 結果 より 端 成分 の 百分比 を 算出 する と 


第 八 表 

sie) Py | And Alm | Sp | #—set | Alm | 第 三 残 量 

l | 
SiO, -| U0 11 | 18 211 | 339] 21 22 0 
TiOg 4 3 1 1 
RO SS 4 70 | 113 |—2 te 7 1 
ON 28 6 1 21 { 4 
FeO 211 211 0 92 | 22 0 
MgO 11} fi 0 0 
CaO 21 1i8| 3 0 0 
MnO 339 339 0 0 


Py=1.82%, And=3.48%, Alm=38.58%, Sp=56.12% 
tS, CUEORBEL) n,G RU a ERT ZL 
N=1.813, G=4,212 RR ag=11.566 A 
で この 場合 も MEMO AMMA & ie SHE RS ey, Ric n 及び G 
CHS THA Aid DP CHI OLA & Hen as4s <¢ HL CHS, 
6 (BRS sVBH LAS HBERL SMOMBEML OLR 


第 九 表 前 人 節 に 記 逃 し た 河野 及び 八木 の 化 措 分 

ow STA 桁 の 結果 より 算出 し た 端 成分 と とこ と れ よ うり 

Py 184 189 更に 算出 し た PB & & PRL CRE 
Mh) aS) | sha | eetoekowen 2, 

i ie es Ci a MEIC HR SasIN, KANE EHO 

& | koe | dois | PSMA 1.817, 4°C CR Bit 

a 11.567 | 11.566 人 ER 
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上 の 誤差 と し て 多少 の 差 赴 を 生ずる と し て る も 前 者 に 於 て 小 敷 忠 以 下 三 位 で 
土 エ 以上 , 後者 に 於 て BEF Ethos 土 2 以上 の SER HARY bo 
と 信ずる 。 こ と れれ 等 編 測 値 と 第 九 表 の 計算 億 と 比較 する と 定 葵 上 の 誤差 以上 
DAEDS D SB, PIC TARO 小 敷 団 以 下 三 位 で 3 或 は 4 Hifi FEES Ee 
上 の 精確 度 と 比較 し て 著しく 大 な る も の で ある か ら , 差 達 の 原因 を 他 に 求 
むべ き で ある 。 

と の 原因 を 考 へ る 一 助 と し て 寅 測 より 得 た る n 及び G EAT SHIEH 
PBI ROCHE, THFLOM PMWM L DTH LA S(L eR 
Sy lt ig REL ODA AICHE 4, SIC FUER Oi 
分 中 Gr と Py の 量 は 僅少 で ある と と が 推定 され る の で と の 二 種 を 微量 と 
優 定 し て 除去 し , And, Alm 及び Sp の 三成 分 より 成る も の と し て 其 分 子 百 
分 比 を 算出 する と 第 捨 束 の 様 で ある 。 


第 CF R 
n : | G | And | Alm | Sp 
1.817 | 4.219 | 5.37% | 39.66% 54.97% 


PATER & PINK LIES BL ERICH S Sp と Alm と は 極め て 近 
似 の 値 で あぁ る が And は 2% OBES Z, COMB SE AIA 
PALSY & PEPE & OFC 一 つの 重要 な る 閣 係 を 知り 得 た , 印 ち 本 本 
MAICH clt And 及び Py の 僅少 な る 差 培 で も POMC RRR OE 
園 以上 の 差 赴 を 容易 に 生 ぜ し むる と 言 ふ と と で ある 。 

前 節 に 於 て 化 皿 分 析 上 CaO を 0.5% BS BR TN LAUWIO MER 
覧 出 恒 敷 と の 間 に 好 都合 の 一 致 を 見 る と 言 つ た の は この 彼 に 立脚 し た の で 
ある 。 然 し 本 礁 の 分 析 者 は これ 等 の 叉 も 充分 念頭 に 時 い て 分 析 を 線 返 し て 
% BEUtOU & 結果 を 得 た な の で ある か ら , これ 以上 分 析 上 の 誤差 を 推測 し て 
本 問題 を 論 ボ る と と は 現在 で は 出来 な い の で ある 。 

KIC ay を 考慮 に 入れ て と の 問題 に 鐘 れ て 見 よう 。 今 三 つの 端 成 分 か ら 
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Xt SAO TB AO LEAS EWEIC 1.817 及び 4.219 CHSLAMMAL 
CHE ZUA ICH AD ay は 如何 な る 値 を 有 す べ き で ある ろ る か は 計 自 で 見 
出す と と が 出來 る 。 印 ち 1.817 と ay の 種々 の 値 と を 組合 は せ て 算出 し た 
る 端 成 分 の 種々 の 百分比 と 4.219 と a の 種々 の 値 と を 組合 せ て 算出 し た 
る 端 成分 の 種々 の 百分比 と 比較 し て それ 等 の 値 の 互 に 相 等 し きか 或 は 最も 
接近 し て 居る 場合 の a。 の 値 が 其 本質 石 の aw の 億 に 相 営 する 理 で ある 。 
FE ag の 値 は 此 場 合 Ir.5765 A で ある 。 今 と れ 等 計算 値 を 一 括 し て 示せ ば 
BSS SRC SM TH S,q 

FIC SERIC ay が 1I.5765 A の 場合 が n と 組合 せ た 場 合 に も ,G tiff 
合せ た 場合 に も 端 成分 の 百分比 が 最も 近似 し て 居る 。 

若 し And, Alm 及び Sp の 三成 分 に 微量 の Py LIMNNATLEOMMA 
On RU G lt 1.817 RO 4.219 で ある な ら ば ay Offfild 11.5765 A Ic 
近い も の で ある と 推 さ れる 。 こ と れれ 等 の 物理 性 質 に 相 堂 する 端 成分 の 混 比 の 
SHEILA MSS CAN STE ASHIRS. MOS THE PAID ay It 
11.573~11.5765 AMEDD LOL TFIMAILBKBU TNS ICHET 240 
で ある 。 A が IL577A 或 は 基 れ より 大 と な り 得 な いこ と は Py BA 
GC MN 


第 GS Gey eee 
, 1.817| 1:817| 1.817| 1.817] 1.817] 1.8171 1.817 
ay 11.572 | 11.574 | 11.576 | 11.5765] 11.577 | 115791 11.582 
And 4.74 | 5.01 5o7 | sta Sat 5.67 | 6.06 
ini 41.66 | 40.80 | 39.98 | 39.77-| 39.56 | 38.72 | 37.48 
Sp. 53.60 | 54.19 | 54.75 | 54.89 | 55.04 | 55.61 | 5646 
G 4.219} 4219| 4219| 4219] 4.219! 4219 | 4219 
a 11.572 | 11.574 | 11.576 | 11.5765] 11.578 | 11.579 | 11.5892 
Red 3.30. |. 4.17.| 5.05 | 527 | 548 | 636 |. 7.67 
‘Alm 34.75 | 36.81 |. 38.92 | 39.44 | 3995 | 4202 | 4516 
Sp 61.95 | 59.02 | 56,03 | 55.29 | 54.56 | 51.62 | 47.17 


が 河野 分 析 の 値 に 最も 近似 する 。Alm 及び Sp M3 ME 1% 以下 で あ 


fa 11 


Dinu oa 


mR 
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っ と 


る が And 及び Py の 差 は 1% を 越す の で ある , こと の 差 赴 が 分 析 値 より 算 


HL Fe Po RR ei 


CREASE, 


コミ 


< ンプ ヾ 


賀 測 億 に 比 し て 差 邊 を 生ずる 一 つの 皇 な る 原因 で ある 


拾 wR 
n TO let olce U7 pales SI Saleen ee7 le 1817! MLS17.) 
G 4.219) 4.219| 4.219} 4.219 | 4.2194 4.219] 4.219 | 
a9 11.566 | 11.573 | 11.576 | 11.5765} 11.577 | 11.580 | 11.583 | 
And 4.93 5.22 5.34 5.36 SS 15:50 ES 
Alm 46.27 | 41.98 | 40.13 | 39.82 | 39.51 | 37.66 | 35.83 
Sp AT AS \052,22) | 54.41-1)54.76 91. 55.05) 157.34, 159,49. | 
Py 1.65 0.58 | 0.12 | 0.05 |—0.03 |—0.50 |—0:95 | 
FECA ORG RIC ME TET SEMA APB Ore Mlk FeO, o 


FeO (CHT SWRI CHS 3, 


cro. 


と の 問題 の 解決 は HAO 研究 に FRO Z LIC 


FO AIRE rE PRS AD FE Sg Roy % And, Alm, Sp の 3 種 と 推定 し 物理 恒 散 


2 fi E DOE L 7e{ EBs 


pi A 
Sy, Vira 


成分 を Py, And, Alm, Sp の 4 種 と 推定 し 物 


理 恒 敷 3 種 よ り 算 出し た 化 四 成 分 , 今 回 新 に 河野 の 分 析 し た 化 四 成 分 及び 
WADE EAT O 4 fe 百分比 に 改 算 し , ROR) 一 表 と し た も の は 


第 拾 参 表 
I II III VI 
SiO (TiO) 36.27 36.24 36.04 43.77 
AlsOs 19.48 19.43 18.96 17.53 
Fe 03 1.69 1.73 3.39 poe 
FeO 17.20 17.30 15.92 16.72 
MgO ae 0.01 0.44 0.40 
CaO 1.64 1.81 1.21 1.36 
MnO 23.72 23.48 24.04 20.22 
合 a} 100.00 100.00 100.00 100.00 


I se Btupeese % And, Alm, Sp & Hf L Yoon pee 2 Mk Y EHH 
TI =e 3himsy %& Py, And, Alm, Sp & ta LP we 3 Mk Y 
算出 


III 
IV 


jay E> By © KB ASP Seco 
‘th PCA A ABE SW RSS He IC Be 9 
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FBRCH SB. WHODMORILE WRB E bE L 7e{E BES & lk 
賞 に 近似 し て 居る と と は と の 表 で 明か で ある 。 
に 物理 恒 敷 GG 及び a。 中 2 種 を 精 座 に 測定 する と これ 等 の 値 
D> BE I re ae ons 
7 PBRB BR OMBBO ILE DMO tee 
See 1% IC FE ke a a OR IC BE SBF LAV 7 EB OREO 
DART BEIT FFE 7c (EB OGRE RL ADS LE SRIC—EEBOL 
Lata Le. ta ROPE IC LA RO NAKOMTATO 
TRASH ICR GET SAA OERE BE PCH SZ 


第 8 四 表 

hi Bw eH mH | i @ F 

i Il dt i | IV We VI 
SiO, 71.38 PAA | 76.56 35.64 35.97 41.96 
Al,O3 15.53 15.69 12.31 18.90 18.96 16.81 
Fe 03 0.68 0.73 0.55 3.38 4.49 see 
FeO O732 0.34 0.70 15.87 15.19 16.03 
MgO 0.20 0.22 0.45 0.44 0.42 0.38 
CaO 0.52 0.62 0.86 eo) 1.14 1.30 
Na,O DAI 268 0.38 ied. n.d. 0.22 
K,O 3.48 3.43 2.69 nde nd 0.51 
H,O, 361 3.94 0.48 eee cee 
H,0_ 1252; 0.24 0.14 0.61 0.46 . 
TiOg 0.17 0.14 Be 0.28 0.29 ies 
P05 n.d. 0.03 0.32 Pe Cee 
MnO 0.07 0.09 0.07 23.96 24.08 19.38 
total 99.99 100.39 99.51 100.29 100.94 96.81 


I, wyBpsene sor; Il, AAM=HaH; IIL, SeRRARER AAT; IV, WEST; 
V, 八木 健三 分 析 ; VI, WARD ok BE ar. 


APEC TEL RRO — PBL ICES A BASE RO A ARES GRAS > bb KH S Ie 
LOCHS, BICHHM WPI LBMRLERT 3, 
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ABBWRVADAORMRUBSAORR (1V) 
KR-FEAT bh ORM 


met 待 場 B 


# 
矢上 越 春山 及び 其 四 近 の HD LOR AD 研究 の 肉 , 角 関 石 の 形態 阜 性 質 及 
び 連 品 闘 係り , (OBO (CSE, BER Gt EG ROE) SIC HEV TC 
VLE IC HEME BAL Ie, EFL TIPTEEAE LF @ F IC SABI AD SANUASE & 
行 つ た の で , KC ZRF S. APHIC HOT 終始 御 懇 切な 御 指導 に あ 
Dd 0 MAND EES WA Fei TEER ICE LURK RHIOR ERT 3, 
DAF ade T % FSR LU SOR Ia S I~ 2 HO 4 ODS CHRO 
KES AUG ELC 褐色 で あぁ る が , COMMBKONMO HH Ic ld REOM 
BBB S. MH LR L OSTICHS ERAS ZTEBSZ. HA 
FED KES X15 3 HEIBO (LIC OWT ILE SEAE KOT YF HE IC 
ょ よれ ば Na20 の 移 々 少な ム バ ー ケ ビ カ イ ト で ある 。 又 同 先 生 及 び 渡 邊 新 六 
TAC £ Mik Mima lk (oro) MAICHOT,Z lk B の 鈍 角 内 に あり , A 
2 Zc lk 13°~16° C, Alt «=1.689, B=1.702, y=1.708 CH 
SB. FAP AO MBC k SBMLEKROZ ICHAT 2 RAO EPIC HEN TC aE 
JE DSEEIC BERT IC BROW EAOTH ON. 今回 は 矢 越 産 バ ー ケ 
ビ カ イ ト を 上 眞 窓 中 及び 水素 中 で 加 有 熟し , そ の 光 提 性 特に 消 光 角 用 人 c is 
{t eB L7e, 


Dull 


IR eS Bah pee 
Bepme 本 バー ケ ビ カ イト を 敷 江 の 大 き さ に 砕い た も の 中 か ら そ 


1) TRG, VERN; AB, 第 23-4, 第 6 HE, 線 206 TT, 昭和 15. 
2) RAL, TERRE; OR, Ak, HSE, MALO 真 , WAM 15. 
3) WER, DEBT, Ke 5 GR, F824, 2 GE, RAST, 昭和 15. 
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O— BIC dH oO ARH CHS LOLEO, ZLARAICAS, — 
Hi PPA Le SEAS BIC AML, TERE ICRA LL, REO Hi SS a 
プ に 連結 せしめ る 。 如 府 前 に 眞 容 ポ ンプ を 働か し て 石英 管 肉 の 気 礎 が 一 高 
分 の 三 炒 水 銀 程度 に 達 す れ ば , Bakery Fi COX Sd Laeasb MAL 
始め る 。 

室内 温度 か ら 所 定 温 度 に 達する 約 200°C 迄 は Io 分 間 に 100°C の 割 で 上 
FE LD, その 後 所 定 湿 度 ま で は 20 分 間 に 100°C の 割 で 上昇 せしめ る 。 
AS JV RE ULE Ck 2 時 間 一 定 の 温度 に 保つ た 。 

加熱 の 問 は 常に 眞 宏 ポン プ を 働か し て ゐる の で ある が , RESNORE 
(LIMBA — BSS} D = FEAKIREEE CH O7e b ODS, MAL MHDS EL UBS 
分 上 昇 し , EaUITHR TIE (950° ~1000°C) 一 高 分 の 六 多 水銀 程度 に 達し 
70 

所 定 混 度 に 2 時間 の MBAS 終 れ ば , この 温度 以下 200°C 位 ま で 20 分 問 
IC 100° じ の 割 で 冷却 せしめ , KIC MMEO Wit XS, BRNO ARH IC 
放置 し , 300°C 位 ま で 冷却 すれ ば , 眞 容 ポン プ の 働き を 停止 せしめ て , 石英 
管 を 電 無 娘 か ら 取 り 出 し , 訟 手中 に 放置 する 。 加熱 し た 所 定 温 度 は 600°C 
か ら 50°C 置き に 1100°C まで で ある 。 

水素 中 加熱 NK EAA PO Se BBL IIIC AN, Mam 開い た 石 
英 管 に 挿入 し , RIC ARE & EAE IC 挿入 し て 小舟 が TERE @ He Ic 
位置 する 様 に 置く 。 石 英 管 の 一 端 か ら 水素 を 通じ 得る 様 に し , 指 あめ 石英 管 
AIR bb, 炊い で 水素 を 入れ , —SIC TKR ET LOS. TO 
加 熟 の 仕方 前述 の 眞 容 中 加熱 の 場合 と 同様 で ある 。 冷 却 に 際 LcHoig 
BEDS 300°C 位 と な れ ば 水素 の 流動 を 停止 せしめ , 嬉 が 常 源 近 くま で 冷却 す 
る の を 待つ て 試料 を と り 出 すこ と と もし た 。 加 熱し た 各々 の 所 定 温度 は 眞 窓 
中 加熱 の 場合 と 同様 で 600°C か ら 1100°C まで ヾ で ある 。 

うじ | 窟 
十 鍛 年 前 宙 津 先生 の 行 は れ た 角 関 石 の 辻 験 で は 酸化 を 防ぐ た め に に 一手 謙 
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DES RUE 中 で 加熱 れ た の で あつ た 。 そし て 加 有 府 の 温度 の 高く な る に 
EO TKOREHBMWOGCLE ART TEDW DIC ANZ, 

I fer < eS 

2 重 屈折 高く な る 

3 (zro) 面 に 於 ける 消 光 角 は 減少 し , PAA EBL RS 

4 RC hS 

5 Aten < mS 

PYAR OBMEIE 200°C 位 か ら 角 関 石 の 分 解す る 源 度 即ち 1050°C, 附近 ま 

Um BE wis BIC D7 OT SLB AL FCT CH SBS, 特記 750°C 附近 に 於 いて 
4 OBA CIS FL <¢ Han La as AK Other basse 
れ た 。 

SEG OF Obs LIC 加熱 し た の で あつ て , BRC 加熱 し た 
場合 と 同様 に 外部 か ら の 酸素 の 影 紅 は な いも の と 思 は れる 。 唯 准 素 無 流 は 
— UES CH  AWILZE HIMBA OG Fk BSD = FEAR RBE IPB Tr IEC 
b ATeEwH, MPM OD HEIL —BAAICH ENP ADEBrSNA, 

ANZA Fe REO IMSL IL SAO ARSE HE IMAGE IC 1000°C FEI TED GX 
料 の 外観 と 殆 ん ど 同 じ で , 光 澤 も その まり いで あつ た が , 1000°C Lh _ bic fns 
し た も の で は 光 澤 が 失 は れ て な ゐ な た 。 

栓 鏡 に 際 し て は 加熱 し た 本 角 関 石 の 労 開 面 (LILO) に 平行 な 潤 片 を 作 つ て 
Lie. ihbdbDS 天然 面 の 現 は れ て を る 標本 を 選ん で ある の で , 多く の 
場合 , この 角 関 石 の 周 導 及び これ に 近く 殆 ん ど 常 に 存在 する 継 色 部 の , 加 熟 
CHF ZEMEX % 同時 に 客人 宗 する こと と が 出來 た 。 加 熟 湿 度 が 低い 場 eee 
CHAZ IMAOG AL, 加熱 に よ ょ る EMED LG AL SO Uk Minh D WEEK 
開 面 に 溢 を た 部 分 で あつ て , 内 部 は 元 の まい に 残さ れ て ゐる 場合 が ぁ つ た な た 。 
EL UCB Lee lk (110) MICH SIBIEAA Z’ Ac で あつ て , その 測定 


1) S. Kozu,. B. Yoshiki and K. Kani; Sci. Rept. Tohoku Imp. Univ. Ser. 
III, 8, 143~159, 1926. 
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ic ICRC Ht eae BONE 鏡 用 マツ ダグ ダ 消 光 位 測定 装置 を 使用 し た 。 

と の 装置 は 普通 の 礁 物 題 徴 鏡 の 錯 筒 の 上 に 光電 答 が と りつ けら れる 様 に な 
OCH), WIC HRA ROTC AS DO TC, BAGS EEF — HANG DSA 
流 計 に 於 け る 電流 の 大 小 と な つて 現 は れる よう に な つて ゐる も の で ある 。 
色 の 漠 い 礁 物 或 ひ は 薄 片 の 厚い 場合 な ど で 消 光 位 の 決定 に 困難 な 場合 に は 
特に 有効 で ある と 思 は れる 。 本 角 関 石 に は WHO ELIT HTD, MEST 
OREM L SOIC GALS DS, PRB EAB IL MBAR ARE £ SOT, RE 
部 及び 視 色 部 の み に 就 いて 清光 角 の 測定 を 行 つ た 。 

眞 空中 加熱 の 場合 この 場合 の 消 光 角 有人 c ik PSRIC 掲げ た 様 で , 又 
と の 値 を 賠 示 し た も の は 第 堆 園 の 曲線 1 ROM で あぁ る 。 浴 光 角 は 況 庶 の 
上 昇 と 共に 区 第 に 減少 し て 零度 に 近く な つて カ ゐ ね る 。 視 色 部 も 線 色 部 も 殆 ん 
ど 同 じ 減 少 の 仕方 を 示し , 800°C 以上 で は HEEB EMO BIE RHE 
ある 。600°C に 於 ける 消 光 角 は 加 熟 し な いも の に 比べ て 著しい 減少 を 示し 


第 = O 


700 800 900 1000°C 
Lf XR I ZErH oD JB Il grea Mia Ze © per 
III jG PB7KSE RO Mer IV ee MSH O MB 
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a 宮 
i 2 rd Bk 7k 38 dn 3h 
im 2% ith BE 
福 色 部 | tk & F 褐色 部 | te fe 部 
e TA 15:0° 18.0° 
600°C 9.8 10.8 J4.5° 8 
650 7.8 7.4 12.4 16.4 
700 4.0 4.4 12.0 15,5 
750 4.0 43 11.4 15:5 
800 4.0 4.0 11.4 15.5 
850 4.0 4.0 11.4 15.5 
900 3.0 3.0 10.9 15.5 
950 2.0 == 10.0 13.8 
1000 = = 9.1 = 


て ゐる が , この 値 は 結 品 の 周 邊 及び 沖 開 面 に 洗 ふ た 部 分 の 値 で あぁ つて, 結 品 
の 内 部 に 向 つ て は 次 第 に 消 光 角 は 大 きく な り , 中 央 部 で は 加 有 熟し な か つた 
場合 の 値 と 倫 り 達 は な い 値 を 示し て ゐ た 。 印 ち 2 時間 の 加熱 時 間 で は 結 品 
本 骨 が 一 様 に 匂 化 する に 至ら な か つた も の と 思 は れる 。 HRI KOU を 
見 て 容易 に 知ら れる 様 に 消 光 角 は 600°C 乃至 650°C 附近 に 於 いて 著しい 
減少 を 示し ,700°C 以上 950°C & CIENT OM ILD ZAIBA ESE 
EROTIWECHSS, COWPEHAOMPICELL ROTHEMROREN 
は 赤褐色 を 時 する に 至る 。 こ と の 600°C Jha 650°C 附近 に 於 ける 赤褐色 角 
BBY AOBMEIS, 神津 先生 が BOC HERS N7e 窒素 気流 中 に 於 ける も ゃ の 
S MEO UME 750°C に 比べ る と 約 100°C の BA LUMBED MEF & AR L 
TASo WIHMOMD IL MEK AOWKE HRS DS SEICHA5 ISH, 
WO CIE CA —RMBOBKH ED LMABICHE RA OMRAGT ENG 
る 事 な ど を 考 へ る と , CORMEMSNANO SUEZ HC Ik 窒素 中 より 
LL VERMA CTANBSHLBAGNSZ7TECH SZ, 又 鶴 素 中 加熱 の 場合 
と 同様 に 重 屈 折 は 高く な り , SEED IEY ROTH SOR BRS IN 7 


1) 滅 褐色 角 関 石 を 玄武 角 関 石 と 一 般 に 呼ぶ は 周知 の 事 で ある が , 然し バー ケ ビ カ 
Ab OFS ICBMELEL OE KRG A LIES C LISRRS 13, KIC C0 Off 
OHNE 1D icmp AANA EM RCE NL SSS, 
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950°C 以上 で は Hii IE RO SSP ICY Ss C 磁 鐵 喧 様 黒色 粒 と , 殆 ん 
ど , Me (4 BEN te WR L DS CICARESN CH SOREN, 

To00°C で は この 分 解 作用 は HICH LUBA AB ARIAS 見 られ , 
110o" じ C で は 最早 赤褐色 角 関 石 は 全然 見 られ な くく て, 上記 の 遍 奏 物 粒 の み と 
な つて ゐる 。 こ と の 透明 な 結 品 粒 は TAS, BEC ARABIA kb AAG 
ある 様 に 見 らち れ る 。 こ と の 分 解 し た 部 分 の 内 で 無色 透明 な 結 品 料 の 比較 的 よ 
く 方 向 の 一 致し た 部 分 で , FEANIEREO 二 軸 性 竹 渉 岡 の 見 られ た 場合 が あ 
Po FAN AO SRE BOIL TH ¢ 22 5 REE OR BRA SRE CB B 
EDIT ES, 筆者 の 場合 に は これら 分 解 生成 物 を 確定 する に 至ら な 
か つた 。 角 関 石 の 分 解 源 度 は 衣 津 江 生 う に ょ れ ば 容 素 中 で は 1050°C 附近 
で ある こと と が 確 め られ て ゐる 。 本 角 関 石 の 眞 訟 中 加熱 の 場合 に は 明確 に は 
その 分 解 湯 度 を 決定 する と と は 出来 な か つた が , 950°C CHO MR 
ADMIT 党 ふ て 少し く 分 解 し て ね る の が 見 られ た と と か ら , その 分 解 温度 
は 容 素 中 より は 差 分 降下 し て ゐる の で は な いか と 思 は れる 。 

水素 中 加熱 の 場合 (110) 面 に 余 ける 消 光 角 ZZ 人 c ofl it Heo, 
LEO eA Le } O koi HK IL 及び IV CH, PicHu 


THLE ALSTRIC ASR CIMA L7G LIN Lig VIED FGPG LD も 消 光 
FILE DBD LCS. Vt LIL MMOY A ORICA LPS LAR LT 


Teo F LCAMPVBED LAL 共に 消 光 角 は > LS. RL, t000°C 
DLEICH CHEMIN Eb FICMET ZS YOLBABNS, Wes 
FV IMBUC HS oC SLB AUPEBEC. 650°C WNE-CIBIMO- \ Ze teee> ea L, 
ERROR OEIC EBRD OMIM ER LC 3. INBRED EBC 
つれ て 重 屈折 及び 多 色 性 の 強く な る 事 も MA Mo BAL 同様 で ある 
が , その 種 度 は 療 し く 小 で ある 。 I000°C に 加熱 し た も の は MA pps 
場合 と 同様 に 結晶 の 周 洪 及び 監 開 面 に 沿 ふ て 磁 鐵 貴様 黒色 料 と 無名 の 結晶 


Tye 


1) S. Kézu and B. Yoshiki; Sci. Rept. TOhoku Imp. Univ. Ser. III, 8, 
107~117, 1926. 
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BEL (CIM LT BAS, REPO MBAS BG HL, 1T00°C Ic HB LF ¥ 
の で は 角 関 石 の 部 分 は 全然 見 られ ず に , Kiko PTO A Ltr b 分 解 は 完 
BIC AT ILI TH Bo 

ZR PMB BICKRPICTMALEBA AMPH LZR IC CIMA Le 
Sh & LSC CIMBA LHF & LR TS 7e IC, FES ARFGPIG & 800 
°C ic 2 RIZE CMA L7e, COM EBBTS LING Wicd a fA 
Aa tte b wo Z’ Ac tk 2.8° で 褐色 部 及び 終 色 部 の 万 別 は 出来 な く な 
り , 同 沿 の 上 眞 容 中 加熱 の 場合 の 消沈 角 4.0° より は や ゃ 減少 し て ゐる 。 色 は 
赤褐色 を 時 し , 多 色 性 は JEM ICH OTH S, KR¥IC 上 記 の 様 に し て 作 
つた 座 中 加熱 に よ ょ る 赤褐色 角 関 石 を 水素 中 で 8oo°C に 2 REAM CIE 
性 を 観察 し た 。 と の 場合 に は , 府中 加熱 に よ ょ つて 証 別 出来 な く な つた 褐色 
BB RR EGAB IL, 再び 了 鹿 別 出来 る 様 に な り , 消 光 角 Z’ Ac は 褐色 部 で は Ir.5° 
で , 終 色 部 は 15.0" で あぁ つた 。 こ と の 値 は 前 光 の 水素 中 で 800°C ic MBA L7e 
場合 の 値 II.4” 及び 15.5° と 殆 ん ど 一 致し て ゐる 。 

眞 空中 加熱 後 更に 水素 中 た て 加熱 し た 場合 i284 800°C, 2 時 間 加 熱し 
て 作 つ な た 赤 視 色 角 関 石 を 水素 中 で 800°C, 2 HEA IMNBIT BS &_ hOB HHA 
Dar tats fay G & MERIC Fh LR ES OS, JASE AGG SL, 神 色 部 で は 消 光 
fA Z'\c は Ir.5~ と な り , 水素 中 加熱 の 800°C の 場合 の 値 と 殆 ん ど 一 致し 
OR 

Who Higa , 矢 越 産 角 関 石 (ベー ケ ビ ヵ カイト) リリ hess BOE 
IR Zs 1S 800°C ICHAT 3 & 赤褐色 角 関 石 と な り , TBS RIB LE OP 
別 は 困難 と な る が , この 赤褐色 角 関 石 を 水素 中 で 800°C ICHAT SLE, 
DICTED AN AO Hib LL CART, 褐色 部 と 終 色 部 と に 分 れ , 消 光 
Abst S. HL SEBICTO PP AIC RAO Cit < CANE EM 


1) FHRORICN-7 EAT PLA MEANAOMEAMCHOTC, Kee who (Lee 
分 は 明らか で な い 。 


‘ 


本 20(20) BAR RR BS it #3 20 


Dar b KH CHA LCBO LOL 一 致す る の で ある 。 Barnes! の 次 
EOC it Zr Bhic k SUIS Bic aks CMAT 4 t, LOAN 
DPIKIGLAT EROTHS. PL Bares OER b BROBRERY 800°C 
に 於 ける も の の み で あり , 又 MKONRBIC EI L7%e AH OILB RT b Ris 
る た め , TOMBE ANHORENN AND Hii O VEO WARIC IL 今 な ほ 
HERISTFED CHS, CORO ERR IAEILOAAAICONTHOTHAS 
の で 後 の 機 筑 に 報告 し た いと 思ふ 。 
| 要 約 

1 矢 越 産 角 関 石 ( 結 品 の 大 部 分 は 褐色 で バー ケ ビ カ イト で あり , AO 
EO YICINS. T 絡 色 の 部 分 が ある ) RAC 2 時 間 加 熱 す る と , 
600°C 旋 色 650°C 附近 で 著しい 消 光 角 ズ 人 c の 減少 を 示し ,700"C 以 上 に 於 
いて 赤褐色 角 関 石 と な る 。 こ の 場合 元 の 角 関 石 の 褐色 部 及び 線 色 部 は 鹿 別 
WH ARE < S. COMRMBEAN AN ORMLOUEM CO ICE AAO 
NEC MBE AZ NBO k 0 > RACHEN SEO LECH S. 

2 ARAN ALO KSC 2 REA L7G A lk, NB BEO_b 
昇 と 共に 消 光 角 Z'’ Ac ADL & peed L, TRE OBS A & hig B PIC IME 
TSo COYAODHMEE ILIA OIGE LE SA CH SBE 
CHS, 

8 ASPARYG & 800°C “CIRRUS ESR  C AMPA L CEO Peas Hits fA 
関 石 は , FESENIIT (ERR EB, HEIDE BUDS HAR ¢ HA}, ULC 2 時 間 
AK CIMBAT B & , ARHEES HED IRIE © FABIA IC i SG EAR L, HEED 
と 継 色 部 と に 分 れる が , その 消 光 角 は 元 の 角 関 石 の を れ ょ り 小 さく , む むしろ 
本 角 関 石 を 始め か ら 水 素 中 で 800°C に 加熱 し た 場合 の 値 に 一 致し た 。 

ADEE IC HIN L ERM HILO PEM AU ARBRE $5 2 小 委員 會 


D> MTEL CRB SEH ELOCHS, BIC HM eS WM L CiHMPREHCBMREHK 
TS, 


= 
1) Barnes, V. E.; Am. Min, vol. 15. No. 9, 394~417. 1930. 
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Be SANE UOMARUER (1) 
mmmgt PF A B 3 


IV @& 石 (承前 ) 

(3) 栗色 マン ガン 奏 77 yTRARP EN ESET Zt, ARB 
AE OWA CHOOT, RC AMO wy WL UR ICEEL, 栗色 マン ガン 
TELE SNS REO SAE ADAMA ERT LOCH SZ, Btirvay 
YUL, FER ORS. “PE” 印 ち FIC HL MEN BkO7e ICS EH OM 
WEE 時 する も の と は , 比 重 , 色 澤 , 断 口 の 性 質 等 に 依 つ て BAIN SD © 
常 と する が , 時 に は 爾 者 の 和 制 別に ES * 有 の 多量 な “ 赤 
Be LR favy ALPS IC «BL, HS A OME b& Bef Ic BE 
DH S50, HMRICRR LTA KO AHELIA <( TEBHS, 

RAW i FG vy AY RIL TF VR AR SY AY PER OPAC 
し て ゐる も の で , BEEF ICI KER v VTE YE) TC SE AD EASA 
ADIGCEEMTHS. TCOIPMMAWA ILS BIC ST SRL REANE 
ag ee eR ee 
FLEE IC YEH CIS. RROBRIC MLE Sv WYO RS LT LRT 
いて 特徴 ある 多 色 性 を 時 する を 見 る 。 

覆 薇 輝石 の 含有 量 の 少 い 時 に 高 品 位 の ブラ ウッ ウン 礁 * 石 を 炭酸 マン ガン 太 
WANT SIFIL, AECL 3 lie SOAS See EE 
CHEE SF Wiley MEATS, 複 屈折 を GOS b, RE SIH 
JEBEL HR LIME Lo BEF IC LS HNTB IL T 7 9 v THOME & 2s ¢ ERI Sb, 
TALILGRALTSLDLEBINA®CHL5, BARS vy WY PRICHMKIC 
園 さ れ た も の を 見 る (Ul). COMOROS v WY TILA O 
FIV VBE Mn 分 多く , Lv WUC (第 武 表 参 照 )。 之 は 不純 物 

ZB PMO TA DSAE -~ vv OV TRIC BEECS AL 7CHHL SiO。 の 減少 及び MnO,> 
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MnO Met AsTpldi7e bOLEBrS5NS, 

7c OMAHA Rs vy WY BIS, FEVERS ), ABRAM MCHS 
が , 何れ も 微細 な 結 品 で あり , ARE, +7 2 BROKERS vy AY TRE 
蜜 に 共生 し て ゐる の で 其 性 質 を これ 以上 追求 する と と が 出来 な か つた 。 
EMER GSS EIS CL ODI FY VAR RICH LAAEBOTIEN 
る 時 は , HH UR CSL, SEF ICE ARE MOS RACE 
So MAMIE この 交代 作用 の 初期 を 示し , 77 vy ROA YE DS 
ず 残 存する を 見 る 。 


SB WH R 
FFOVPEROE EY VIROL RS 
I I I 

i MEER | mason, 

Pea es < ve YR Bifayy Wy is 
比重 d 4.26 4.20 417 
SiO, 10.38 7.04 15.96 
TiOs i fe a 
Fe,0; 0.76 0.35 0.16 
MnO 66.98 75.38 69.51 
0 5.86 477 2.73 
CaO 1.65 1.66 1.45 
MgO » 0.61 1.29 0.96 
BaO = ai, ake 
H,O+ 
ase \ 1.70 7.95 7.10 
H,0- 0.21 0.10 0.18 
不溶 11.45 Ax! oa 
Total | 99.60 | 98.80 98.71 
MnO, 31.55 25.95 14.91 
Mn 52.12 58.25 53.97 


HAIER Hy BULO AICHE Le LOC, 残存 落 色 物 は 次 第 に 
淡色 且つ 小形 と な り , 角 が と れ て 財形 に 近い 拍 踊 が 多く な る の を 認め る 。 
分 析 結 果 一 例 を 第 武夷 TL (CART, WEB RIC Re YY ALC ORR 
(bey HY BARB OME CET IY BECH ), 或 型 の 確 床 で は 終 マ ン 
HYUCHS 5 XBUb vy Hv RIC TGA CBE vv TRAE 
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CeEBERNAWMLAKA CHEVY, 

(4) © FR CNC PSR LALO, OCR IGE 
光 澤 を も つた め に , “FF” LAN CH SMAT, BUICHG SEI 
億 用 ひ た も の で ある 。 比重 d=3.03, 鏡 下 に は 不透明 , 部 分 的 に は 少量 の 黄 
#5 (IN 7 BEM を 認 

分 析 結 果 は Nan MnO:O asm 1:1 と な り , CORE 


TF vy HE CHR IRE Te L CIEA BEE 3 HE 
WV AY BR, WRIKED © Py Ul it Hea fo WAR 
WicBMEL CHS, (並行 = コ ん を) X18 


は MnO,-” H,O に て 示さ れる 如き 成分 を 持つ 非 結 品質 な 碗 物 で ある と と 
を 知る 。 

ギラ 三 は その 産 其 に 閉 る し いい 特徴 を も つ 。 第 一 に ぎ ギラ 硫 を 産 す る の は , 
AEE LIL 30° WF ORMM OBO CHOOT, MARKILREWER 
差 の な いり 時 期 に 出来 た 断層 , BU DERE Lid b VEO Re LK 
因 的 開 係 を 有する と と で ある 。 

第 二 は 石英 を 殆 ん ど 常 に 件 ふと と で ある 。 或 時 に は ペグ マタ イト 質 石英 
を 人 ひひ, その 中 に 水 マ シンガ ン 太 (manganite) と 思 は れる 結 品 貨 礁 物 を 見 る 


A a6 Ot WRB & ie ah 24 


第 参 表 と と を ある 。 

abies earl LEO et BIC LOT, FSWIRG C 
Ah Sie KNO MRR EY vy WVU CH ZMPBAB SI 
xo oe Ze HEOTNY 9 4 AME (penwithite) 2 MEARHY 
Pe Maes ICVERHDMOL VTECH 3. DBD BS 
Spee B~ BAUS Be IPAS IRI yy FEO EE 
moe wag Hits 3 Bl~ v 7 LY BE (psilomelane) DHEA 2 
Ho: | ayeo |. URBIENICHIO CELA RIC Bae SIE 
i Wis v FV WICNT SERNAME BL BAB 
Total | 100.44 1SZ>5 TOMICOVU CAHMSSI, 

MnO, | 61.50 FF BISBEE & Be SEPIA I OEE 
i 用 を 受け て , Wey FLT 3. Hc, 


粉末 其 に な り 易 く , 軟 マン ガン (pyrolusite) と 呼ば れる 奏 右 を な す 。 

(5) 淡 酸 マン ガン 硫 。 大 和 確 山 に 産 す る 責 酸 マ ン ガ ン 磯 は 比較 的 少量 で 
HS. 次 の 三 種類 に 分 ち 得 る 。 

⑪) LS CHM OE” BE NBIC TRE, 
PERE CO TS. CORWIOZR Sv WL PRIA BBG ERE, 

(i) MERGER vy EL BY Peo Bind & ie L, BSE eee 
HET UAV EGER EBMLT SB, 

(ili) MMRLES LO wy evar ERD ET, BKMORUE 
作用 に 属す る も の で あら う 。 石英 質 礁 液 に ょ つて () OT VX” YES 
7 ARDS PUIKBATT CBE IF PEBRIC ) , 淡 酸 忠 確 物 の BEWO HAN YALL て ゐ 
So この 場合 に は quartzin HOLE EKES.. quartzin . Reser aie 
を な し , ERA ERT 

(6) BRe vAVEB 

(a) BRE 淡紅 色 種 と 黄 褐 色 種 の 二 通 り あり, 両者 療 る し く 外 額 を 
異 に する も , を の 成分 に は 大 差 な まき を 知る 。 HHO Das 早期 品 出 に よ 


te 25 
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< る 変 代 作用 の 初期 に ある 
NN ae 


第 六 ff 


‘< e% 


ne 
BAR YW VOICE BBS EAS BSL MEL, >> 
BEE VE FFE ER BOM LLL THENRTHSEL®, 栗色 マ 
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SOI LENA, KATO ERO HR ICHAT So 


第 表 


ROE BO (CR 
~~ Pink rhodonite Brown rhodonite 

d=3.647 d=3.697 
SiO» 43.20 42.57 
TiO, pes aa 
AlsOz 10238 0.31 
FeO 0.31 0.19 
MnO 46.75 50.17 
BaO 22 — 
CaO 4.42 3.69 
MgO 1.32 0.28 
SO 0.96 = 
H,O0t 1.14 251 
Hs20- 0.04 0.10 
Total | 100.64 99.82 


(b) +70 (tephroite) 777 > GR, WRG L be Se RR & 
CF SE” YAR Sy HV HED IRS DOPE, TI VOR ~~ vy 
に 伴 つ て テッ ャ = 石 を 生じ て ゐる と と が 多い 。 

2 Mn,O, - MnSiO, > Mn,SiO, + Mn,O,; - MnO, 
FIVVVE FIuR Harv AviE 
MnSiO, + MnCO,; > Mn,Si0,+ CO, 
SA Bey TR 7G 

BRE A LEMMIC ILBT FIC DRY GE PERSE LET, Spee 
elo, SAS MOTE ECT S 2 IRIS, WOR “アッ キ ” Ries v 
ABT 交代 され て ゐる の を 認め 得る 。 —WUCBOREC DH 0 , ARR Te BE 
部 を 産 し な い の で , BLUR LAUER DOR, 

Vm t 作 用 3 

EK (LB OC IMAI ~~ VF YER EEO Fe DLE IC OT, =I 

FR, JURE 2 Sb ASOT AEH vy HY DER 0D RRL ASMRIE T. JUREOD 


pena HES la tari agy We Went 
———— — 
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BOPOMAT E LCR LBS TL EMS) MSKOML CH, 
A 時 代 Ca, Fe, Mn, Na 時 代 
A, 19) TY Y TRESER A 
A。 期 Giz y Fv IKEA 
Agi] 初期 炭酸 < マン ガン 確 
B 時 代 Ba, Mn(Fe), Na, K 時 代 
Bi Bea 
By i VVYAY RA 
BB。 期 = SRB vy WY OR 
C 時 代 Si, Mg, K 時 代 
C, 期 角 石 質 石 英 
C。 期 マグ マタ イト 質 石 英 
C。 期 zk Hae 

KAGE ODER D RAE EAB ZB IC KR OD AEM RO hn ¢ BN 

BAILS, 
FI YVR OTHER ew avViR ORB wa vite (Bi fay WY he) 
Ree 
OOS TAY “PROCS BTEC He BT OME LAMAR 
WICKES NEDOKOCH SB, BWESAT ZC LEED, ADLCE 
4, MILIGE FORD e UCHR ERT ZC EMDADBAT, その 成 生 
Sauce OC A WSE SLITS, 

BUS AF ODE LIERY apo kLKoOM<. web, ARH PRLS 
AfhSo ANNE tO EEO SINE DIZ LKOM. HB. 
BW 770 RR, BRA 
By WF7uA 
Ba Ih wae HARV VOR 
Rifas ya voR 


B 時 代 


1) AMC, 地質 , 45, 115 (1938) 
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C」 期 角 石 質 石 英 
I 
C 時 代 9 Co Rea 
eR Ya Yo 
Ci) akin ade, O47" BR, wy eV DIRG 


B 時 代 に 特徴 な 元素 な る Ba 及び KK は , 本 礁 床 に も 少な か ら ず 企 ふ の で 
ある が , この 場合 に は 重 品 右 二 アル カリ 長石 の 組合 せ で 産 し , 重 土 長 石 又は 
IME EAD PEW Li O7e, 一 般 に , 他 の 硫 山 に 於 て も Ba は 主として 
Bhat UCHL, MEA CET SZ0AFGAt COLCA, TNR 
に 定例 を 見 出し 得 な い の で ある 。 

附 言 二酸化 マン ガン 三 の 分 類 

二酸化 マン ガン 磯 の 分 類 に つい て は , 今日 答 色 < 々 の 困難 が 認め らち られ る 。 
非 結 品質 の も の が 多く , 又 結 品 質 の も の で る , MAGE 鉄 く を 常 と し , 一 般 
に 不透明 で ある こと と , 吸 落 性 が 強く て 化 亭 成 分 に 匂 化 が 基 だ し いこ と と 等 が , 
その 困難 の 主 な る 原因 と な つて ゐる 。 一 例 を あぁ あげ れ ば HER Bw vy HR 
(psilomelane) に 詩 し て は “ 非 結晶 質 の 二酸化 マン ガン 礁 で 多少 含水 の る 
の "と 定義 され て ゐ な る の で ある が , Bic psilomelane と 呼ば れ て 來 を た 太 
物 は 多く は と の 定義 に 完全 に 適合 する と は 云 へ な い 様 で ある 。 そ の 人 色 に 相 
ftv vAVTRPOR LAD RIED CD 2B wy WY RICH LUE LR 
UCRROCH SZ. FIAMMA IC HE CBR LCKOIM 4 LeSELT 
見 た いと 思ふ 。 こ の 方 法 に よれ ば , HEROFOH ESE L, AURORE 
ば び 成因 と も ょ よく 開 陰 が と れれ て 好都合 で ある 様 に 思ふ 。 

(i) Biv» ARR (psilomelane) 二酸化 マン ガン MnO, 2sah ASE 
RELEOTHT SZbO, PRHOKGEAST, 吸着 物質 多 し 。 

(ii) 軟 マ シン ガン (pyrolusite) 二酸化 マン ガン MnO, pseuBk ere 
STICHET SLO, AMA E, 吸着 物質 多 し 。 

(ill) ポリ アン (polianite) 二酸化 マン ガン MnO, が が 結 品 と し て 産 
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する も の 。 水 分 及び 吸着 物質 な し 。 

(iv) “ギラ Hii MnO, SZROKDEESA, MPKOI AMEE L 
て 産 す る も の 。 吸着 質 多量 。 

(v) マン ガン 土 (wad) 水 酸 化 マン ガン Mn,0,-”H,O を 主 成 分 と すず 
る 非 結 品 質 酸化 マン モン 礁 が , BOWS BALMER MnO, の 含有 
量 を 増加 し た 結果 生ずる 土 誠 確 物 。 

更に 乏 の 成因 を 加味 し て 分 類する と 炊 の 如く な る 。 


oa ans E 
| | | | 
KUT VBR Mm 石 “a7 BR PO? oH ae 
wmxoees (MnO。) (Mn,O,-mH,O) (MnO, -~H,O) (Mn,0, - ”H,0) 
| | | 


結 入 性 酸化 腹水 非 結核 性 酸化 腹水 
ie Ne 
=o こ Bh vr YB the vo VB 
(MnO,) (MnO,) 


A Nl の 水銀 BK 


met: 木 下 ge 城 


A 次 
1 水銀 斑 の 産地 3 HAL batho 
2 Be AOR A © fe HH ARE 4 BPR DF 


zk 銀 HO fF it 
九州 に 於 ける 水銀 礁 の 産地 は 比較 的 少 い 。 明治 33 “RESP SELL ad 
REG SMe “A AGRREMD” に は 大 隅 國 篤 原 郡 り 山 ヶ 野 金 出 よ り 自 然 水銀 


1) BAIA AaB 


本 30(30) BT wR BS ik #2 30 


を 出し , MRT RRS TAGE AN kD RAD LET oF ELT ZOOS CH YM 
Fi MEDORB RS HI Ager (CAL, MER AAS ABB LL EASA 7H) 2 Ord BRT AS 
TARE k DAKGOREST EIB, & PUMA ICTBAB LL A 2 浦 , BS 
HOLA ELIE LL, PERE MERB A DAE EDR IL kD 辰 砂 の HES SEER 
げ ば る に 過ぎ な い 。 芝 等 の うち , ERIE ROP RIEL ICAI S BOWE 
金銀 石英 脈 中 に 少量 に 産 す る に 過ぎ ず , 例 へ ば 牛尾 春山 の も の に Ho Tle 
‘ERO AE LU TREO RBH 5 aL, FLERS & plc Ik 血 紅色 な る 
KRID PED SPR IC IBS CHIE 2b 0 VR Ladkes SAS ha , AICHE 
る の み に て , MICH T SICKEF, LUT HRUICRTCLESS ( OK 
KORN 2 Hid, MEE bICHOCHE CE DAS NCO 
FHWICAGSIO LA CHSB, BEBO ZIMA E 試み ん と する も の 
が あぁ あり, 大 分 懸 下 の M=OVEMUICH ch BEAT LO PRR RE LIAS SB 
(Shenae 
bu) $8 &INAMUk, G ASEIUN ITF B AKIRUO うち , BRAT 祭 と な り 
LUD, KO 5 ヶ所 を 敷 へ る 斉 で ある 。 
(1) 大 分 懸 北海 部 郡 丹生 村 , 川添 村 , ASHRAM 
(2) ” KUPABSIBA = PER 
(3) > PRUE PAGB Ae (PA SE RE 1 
(4) a ” 上 野村 , SMT AS KERR LL 
(5) 長崎 懸 佐世保 市 相 2 清水 銀山 
以上 の 外 SARS kD 水銀 礁 を 産 す る と の 報 が ある が , 其 詳細 は 不明 
CO Bo 
8 e6REBA O = HK 
BT 5 FELLO KS EAR OPER IC LOCH SL HT AHO LO 


2) S82 MATE 5 4B, 
3) 現在 は 佐世保 市 に 合併 さる 。 
4) Si faas, AB lela eee, 92 頁 。 
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(対生 村 ), HALE OD % @ (BSR MAAS), 第 三 紀 居 中 の も の ( 相 
Fi); 及び 花 賠 岩 質 の 題 品 岩 中 の も の (= FUME) © 4 者 に 分 た れ , EEO 
性 質 は 産地 の 如何 に よ ょ つて 甚 し く 相 達し , 基 間 に 一 定 の 規 短 を 見 な い 。 

ALARM OSM (Lit dh a © FU me IC MAE FF IC RIS SAO 
BIGLAKO WHS CH SDS, Rb RET ZO 対生 村 の 西南 隅 に 位 す 
る 赤迫 池 四 近 の 地 で あつ て , JWG EA MIL D PAU EBA \ HHO PHMIIC HH 
は る 8 CRORIL, EAL IC CHPMIC ELAM LOR 0 ER, Fils 8 HICH 
FS. DRI, 走向 東西 に て 北方 80 BIC IAAT SAS, ILE RT Rey 
4a (LAE 30 度 西 , 西 方 45 度 な る 片 理 を 有 し , WR E OSELIC CAR ESIC 
じ , 南方 60 へ 0 度 と な り , 其 間 に 一 の 断層 の 存在 する に 非 ざ る や を 想 は し 
むる 。 

hx DOSEN CEEMITIFOC 東方 に 追跡 すれ ば , 廣 内 川 の 河岸 の HOAX KE 
て , 更 ら に 東方 赤迫 池 釣 鐘 注 の 試掘 個所 に 達する 。 

雌 附 近 は , THAR SS ¢ RAVOPRMS M7 SHEL G5 ar, HH IE TZ 4 
\C Cla ee rat BIC WE BK ee TROOPS ED TD MALS 東西 に 走 つ 
て 北方 に 傾斜 する 。 印 もち その うち 最も 赤迫 池 に 近 き も の は 走向 北 7o~8o 
席 束 に て , 北 方 6o 席 に 傾斜 する 走向 断層 に 海 び ひび, 幅 7—8 米 に 達する も , を そ 
DIC IL ME LAE BAL S SG DIKO Beka LRAT SD. WHO Bop 
を 形作る も の は BSE OBA AA LER CHOT, 夫 間 に HE AIRE 
DOWER ERA, 之 等 に 性 つて RAD PET B. TH LC ULMER eh Bea & Ic 
dk 20~30 度 束 に 走り 西方 5o~6o HEIC MAT SA leic ELOcCW SH, 
RICH 2b OFM ACH ICEL TH So 

上 記 の 南方 ? 米 の 個 虚 に は , 北 80 ERIC D , HA 85 度 に 傾斜 する 断 
層 が , BIRO HMOEMIC#EA UCHOTH 4S. TORPFICIAU Io fe 
許 り の 間 は RAE L< BALE BNL, それ に 洛 つ て POF CORA BORA 
が 脈 其 を な し て 人 入 込 む な 。 こ と これ よ り 一 居 南 に 偏 し , 前 者 と 7 Ker) Olah & 


KC Sp OREO » IM ARIES 3, SIE 3 OMULF OAT, 


本 82(32) 8k BR BRR O&O gh 32 


BILE OEM RICO LOC, FRO ABI SAL 20 IC AAT 
ZICH L, bt 70 HOARE NOCHE TS. TBO PRM 1.5 米 は 
Wk & te THUR OEM LD SOICHL, KE FRICIEN S 30 EA 
外 は 多量 の 蛇 絞 岩 を SY SLE DBD, HA OREUC ETE MIKO He 
を 示す 。 

BSRURAD KEL OMS, MAHAL E PE PAICIE YD, 西北 30~ 
50 BEIC(ABRES S tA & Aida BO OC ORI EEA L, 佐 仁 町 
の 北方 より LEAS RE D PERRI IMA IC Rs, FOR IE 中 生 代 水 成 
FD BCE TG IC AL E EFF IC SEA SB LS AIC HE ICHE ¢ IL SHIR IC. 
YAO, ERE D BRREAR 2 FEL, 或 は それ に 接する 母 岩 を 交代 し て 辰 砂 KRY 
る も の で あつ て , 特に 成 必 面 に 平行 し た 断層 に 洗 つ て 大 規模 な DRPR & TB 
し , 一 部 に 於 て は 成 必 面 に 浩 つ て 磯 石 を 沈 減 する と と が ある 。 

礁 床 の う ち 最も 著しい も の は BEM LO PICT 2 LOCHOT, 

KK IME O PEE ANITA), 佐伯 町 脇 及 上 口 の 附近 に は GRR RRIF L 
AHUBDRCKS, tOMMOLE AEE ROMMEL O FIC L 
て 一 時 HSS EET GO PRE) SEE OD BASIE IC ERLIL AL, PRS SS, BIC: 
西南 に 連 り 絶 延長 8 FPICSET SB, WEBASLIC LULA MIC EAGT SBD 
BIKA HS. WM SAS KEARSE OALHBICIEV Ma (Saita) に は 東西 に 

HD ALICE AT SIRS OD, LU OPEC AY L OIC BIC Ze 
DADS D Bo 

DEORE 何役 も 東北 より 西南 に 連 る も の で ある が , 此 外 走向 南北 若 
く は 西北 一 東南 に て 母 岩 の 成層 面 と 交叉 する も の が ある 。 老 野 霞 頭 よ り 鐵 
道 線路 を 隔て EMGIC SAE, AD ALO 春華 の 西南 に ある 
WM EA ROROACH IC b SB LMRESO MKC HS, FRU 
JX ETL IC EGFIC HE BS HAL — PGP DEPRIC 比 す れ ば 規模 の 大 な る る も の が 


5) AP MIR, ARO TKR ORR, HERE 5142 604 ge, 
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な い 。 

PAR BHSE © AKERTEAR CLD _LARIC IO CHIC ADEE MLASD 0, FH 
下部 1o~ ェ 5 MEO MISA ASIE L ¢ PRES IT, 往々 粘土 欺 を な し , AO 
時 に 多量 の 硫化 鐵 座 を 含み , JERR CIC LO CRRA IC BYE BZD EM 
通 と する 。 末 る 部 分 は 最も 多量 の 辰 砂 を 含み , 殊 に LARCH EAC A 
Hick AMET ST EBS. 

SLICES S FEO TE 60 MTSE I ROH BIR LPR IC We 
され , COPE ST RA OMREIE LT HUMIC IE 3 EEE O MIR ASD 
D , JERI RIEBEE SAIC LA DORM eats, IMILE RT, eo 
DET, UL TAIC ISS SH RICRIRT 3D EPL TSS, 此 外 砂岩 質 
DEBS ICHEYNK KE LU CHET SLOWHDS, RLEHSAR Bein, We 
Tk RS TIC BS RIT PBT S EOICIET MILD CPR, 

PERO Vea ST S Ei let id SHICHI Sb, 1.5 RISE 3 ROMA IY 
CRURORBASETICTET ST ERSS, MSBHAMO CM BIC CHEN 
FEEL O BOG ICTR O TC, — PR RAD 1 PRBOE SIG IC Ik, BOR TIC YR O7e 
PAO APEPRDIGIC BE L, SUBS 4.5 HIVE 6 米 に 達する と こと が ある 。 

W/HOKGMR? 母 岩 は HEN, 又は 佐伯 町 附近 の も の ょ より 一 層 若 く , 
=U OWE (FAB CHA, 淡 銀 産地 た る 佐世保 市 大 潟 免 水 銀山 南 
側 の 断崖 に 就 い て 見 る に , 下 部 ょ より (a) 砂岩 (RS ANNA), (b) 頁岩 (rz5~20 
Hi), (c) 砂岩 (30~40 FH), (d) ARE (LO HH), (e) Br 有する 砂岩 (5 
2k), (f) EU BAA TI (5 8), (8) 礼 色 砂岩 (428) OMAIc CABIL, HBS 
15 米 以 上 に 及び , 走向 東西 乃至 北 80 度 束 に て , 北方 へ 2 へ 4 BERRI 2, 
EdD AE HH WD HB IC LAE 20 EPH HVE IC HES BTR AS EE LC 
を 有する (e) EPIC CD 3. UMAPAA ESIC C, RO ELF 
CWA ERT SO, HEI 0.5 MAVEO MR ea L, 或 は 衛 理 面 に 平行 に 走 


6) AP MAR, 佐世保 市 相 7 HOS, ALINTRUUB HE, 11M, 5 HR, 昭 15. 
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る 2 へ 3 條 の 細 際 を 生じ , 其 結果, 2~3 MOMMA LAST S. MK OM 
き 人 節理 は 大 上 ル 1.502 KOMMALIB CHL, FO PICA EBB 
する 。 KRMGMOKICS (ET ZOABELAT S (e) Wako CH 
理 面 に は 錯 肌 を 任 ひ , BEE HLhic LO CHMS NSTEMWHSY, KIMEM 
以外 の 脈 石 を 件 ふ の を 認め ぬ 。 水 銀 確 物 は 主として 辰 砂 及 浴 辰 砂 と し て 出 
で , 特に 多 産 する の は 人 和信 層 を 有する (e) 砂岩 の うち 其 下 部 に 位 す る 次 色 頁 岩 
(d) RICHIE 2 米 の 問 で あつ て , (e) Htc CRA LMC Clk, AMRIc CAB 
の 水銀 春物 の 存在 を 認 む る と と が 稀 で ある 。 | 

之 に 反し て 下位 の 次 色 頁 岩 (A) FRIC it BERD BK HED  TE TEE DS, 比較 
的 多量 の 自然 水銀 を 含有 する 。 自然 水銀 は 俺 層 を 有する (e) 砂岩 層 中 次 色 
頁岩 に 近い 部 分 に て は , 節理 の 中 に 辰 砂 及 浴 辰 砂 に 人 性 つて 産 し 多く , 水滴 式 
cic CHIRE LRT WAOMICINTET SZ. 然るに 下位 の 次 色 頁 岩 (d) Ae 
に は 最早 (e) CHA 5 av7e Hid MEL CREF LT, 自然 水銀 は (e) 
層 と (d) 詳 と の 境界 に 洗 つ て 廣 く 分 布 し , 一 部 は 次 色 頁 岩 中 に も 浸 染 する 。 
向 し て 食 層 を 有する 砂岩 中 を 走る 世 理 に 赤く 辰 砂 の 附 落 せる が 如き 部 分 で 
は , 其 下部 の 次 色 頁 岩 と の 境界 面 に 於 て も 多量 の 自然 水銀 を 産 す る とこ と が 
普通 で ある 。 

AR Aas (d) PBR LAT (e) WAKO F ficlC— BIC RES, 一 部 
Cla a VIR TSTCEMHS. MaMy cis (e) ShoOMMAKeE 
頁岩 (d) 選 の 下位 に 来る べき (c) Was S CHE L, (<) HP ORRIC S (e) 
ERICH 2 £RRIC RD YER LIET 3 MILB A ICH (c) DH 
居 の らち 其 下 部 に 位 す る (b) EVR ICIEBE TY SBSS IC HS Tk GEE IC AR 
水銀 を 伴 ひ , 殊 に (C) Waal & (b) 頁岩 居 E OBMET 2 MBohIC Tk, BO 
—PICIRO TARA EET SCL ALLOWS LMC H SZ, 

SRRWOMR? 上述 の も の と 全く 筐 り , BAY 2 BAER eRe 


7) ARF MGR, ADROARBMOR, WBRERE, 51 年 , 604 HE, 照 14. 


#8. 35 BE ley ae pee 本 35(35) 


& LORRI EI L AOR IL BRRERICHOCh 4, CORBI 
南北 方 二 北 30 度 東 に 走る も の て と , WPF TAL 70 度 束 に 走る る もの と の ご ご っ 
の 方 向 の も の が ある 。 何 れる も 大 し た 規模 の も の で は な く 東 電 の 南北 断層 で 
-EZEEAS 10 BL, PAE AS 20 Pl, 合計 30 PHOT AS PG MEMRIC MERE L CS 
BEX IO ENAD AC, 基 他 で は , BBO LARS PAKS OY ICBUWL ERY 
る に 過ぎ ず , 上 下 毅 の 問 に は INS FEO 狭い 細 際 を 有する だ け で ある 。 輝 
も , 辰 砂 を 含む の は , 中 極 く 狭い 断 民 裂 際 だ け で な く , BIRO WOE ee Te 
OBE I EAE hid 20 1C UE BTR IC EGF Le IEBO 右目 が BREL ca, ILA IC 
DEP ICHT SLL < beh KREME & PET 223, HA OWE 5 REX 
出 づ る も の が な く , 上 且つ BAL BEE OMICHES BEIT IE ARB 
物 を 含ま な し 。 人 然し BCT SI) Ct, GAL 右目 と の 間隔 が 狭く 性 
ji 3 へ To 畑 に 過ぎ ぬ の で , 或 程度 矢 行 に 堪え る 。 

-EsOWMS AA OBES Z MBO wit, 本 骨 で は ェ 米 に も 近く , 東西 断 居 
と 東西 断層 の 交叉 する 附近 で は SUB CKIC KAS, BRP RES DS ICH 
つて 右目 と 右目 と の 間隔 も WAT 20-6, 断層 か ら 看 つ 部 分 で は 品位 が 
必ず し ゃ も 高く な い 。( 未 完 ) 


SS ES 


Be tt 48 58 — FES 8 Hs = RIAA HENS + DE OM CME, 


en | | ise iE 
19 |) 誕 24) ia AY Be yee FA its Pd JA a Boe EI 
20 9 存在 せる こと の 他 存在 せる 岩石 系 な る と と の 他 
21 12 その 他 走 向 その 走向 
23 22 bk Dd C Et KR AB PRY CHS SRS AG 
» fA) BE 2) BSN hal SSA fall 
24 [No 90, 5) 77-6 7.66 
» IR t6 al 4-76 4.77 
Xo.18,13| 1000.20 100.20 


本 36(36) SAR MRR ASB #36 
MA 47 we iE 
25 10 | ARE eA 6 | ROR LCR Se 
Sy iChS CREAT & FERS, BPS 
| BRIE B(EVE AIS ABE LORRI 
| {EVE AE EN 
io 22° “25a ee 0.25 #6 
| 30 [$8361 1) apse pge BIR A As 
31 11 | RKeNREe BEL RESNDR Te FEAL 
” 14 A VARS A BAT 
32 4 $857. TA Et Ic 
33 13 ®VE 7B (CVE FS ABI alain daa a 
前 に 
94 10 小 部 分 大 部 分 
Dp 11 PE CT if fi AL ICT 
35 13 ik ie Bi tk BRVE 石 は 
22~23 | KCAL, 本 岩 に も 時 に | KHL, KEGHEA-AMA 
一 終 角 石 より な る を 特徴 と な す 。 
固 よ り 本 央 た も 時 に 
36 11 傾向 を 除き {Hin & FFOR EAL RS 
36 16 HS HERRICK Y WSSHRcHRe Fb SXL, MSZ 
A 8S = BB > 227 HH FG PY EE a Re fe 
BABMRKRBEATEA OURICE Y 
37 10 ANA fA 
38 4 Sule RU BS Hs Se HBAMAROPR SAS Rk 
» 23 及び No. 48 及び No. 38 
62 7 結 品 作 用 結 品 大 に し て 再 結 品 作用 
» 24 Rik fs HO Rik DIK LT HRD BEE 
L PBC IRE 3 L PEC RR E 
ED 
67 6 | HME U. とこ の 現象 は | AUR). PACER E 
KF SREaMwSdS VCZOWML 
FEE PE XU EBEPE RICH SBSH 
し 。 こ の 現象 は 
69 |i] No. 96 No. 96(A) 
6 
»  |S82& Rte] No.87(A) No.87(A) »» 柳原 1.554 1.675 
7~8 桂木! .554 1:677 | No.40(A) っ 桂木 1.554 1.677 
No.90(A) » No.90(A) + >> 柳原 1.556 1.678 
ys 1 556 1.678 
70 22, $898 lal 58 AG -& fal 
72 3 時 に は 綱 長 石 は 何れ る 他 形 を 時 し 多く は 
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eb GR 


BMS tas 


6460, アル バイ ト RMBERBO 
Donnay, J. D. H. 

RRB RA Wh OBER OIL KE 
AKCROSL VERA SHB 
な る 事 , WAL Vibe mt~b irk opts 
り 。 MER OZER IC ILE CBB RANI IC 
ZERBDEYV, COMBRKHRHNE, アル 
AN 4b RABE ARH UB Ik AR D HBS 
に 開 係 し , RAR OTARE CHE BOY, 
RERAOBRBARRCLT, Wikis 
最多 な り 。 RBERALVKRAK, XB 
BACH CKRAMBREOBERS ST, 2 
OMPRILAROML. CLK SD ABEL 
示し , b Heh O BEE RAR te 

BD Ne 26. 6 250. | 78-196 

¢ | 4°83” 3°28’. 3°46’ 3°52’ 4°20’ 
(Am. Min. 25, 578~586, 1940) [大 森 】 
6461, RAORAMBHHIZZ Kleber, W. 

Madagascar #£D Kin GR Darmbach 
ED IERA OBA SRK VU, Bi 
者 は 微 狼 長石 ペー サイ ト に し て , BEA 
O Kak 3.3% An な り 。 後 考 は 正 
長石 懲 パ ペー サ イト に し て , と の 正 長 石 は 
FHS EAT. PRESSES CHM O 
Heit 4% 測定 し , 59°10’ kV 78°’ 間 
を 継 化 する と と を 知り た り 。 正 長石 の 光 
itah #8 VL Tn Ph iad BE D eh FA, 叉 加熱 時 間 の 
RAMhLV, RGHREO Ke 3 fay 


な り 。 依り て 光 軸 角 の 大 さ を 異 た する と 
D FA Tis HERE UL Ae AT BE IL BEDE BE O 

JIM SMEKAYUTCHAUKSLORN, 
(Zlb. 1940, 209~216) (AZ 

6462, Mitac CHMERES SRO 

Wu 人 #9O(eFA Haff, J. C. 
TRE, PCR RAOREKE 


‘MOE ob 3, c oMleicc# 


DIK SRO MAK IBS AMES RS 
BRED, Zi Wulff の ステ レオ 網 を 
使用 すれ ば 最も 有効 な り 。 本 論 区 に は 光 
EAA Heth © HERE eZ ICT [nl BT S 
BR IC BE Te S PRE PRY C HAH te STH 
に 逃さ べた を り 。 (Am. Min. 25, 689~707, 
1940) (AAI 
6463, FRERACHMS SAR (Il) x 
FFZ— DS, RUA, 森本 一 郎 
ASRICHS CPB NTF RUET YL 
WY Kar & BIRGLE Be eth > DIRS S 
PREG WK e BMICTTOKYV, CO 
VEL LC HAIFA bDEEBRLTS 
DAVY PELBET A DICKY CBA 
kl, RikAA VY LW? OF 
BERG) D> b 7k EB IC HKD BE AKAN & FE 
%O firk tn O KL AO BMRB KO " 
用 性 , WAVY CHER, BRLICKS 
PRANAWKE RAL, 更に と の 方 法 を 
FRRBA LAK & OP RAIA ICH 
LEFT XE FRUTAAVEBRDOD 
な ら ず 酸性 長石 分 より も 溶出 し 得る 可能 
性 の 存在 を 論じ た を り 。 (工業 化 43, 
803~806, 昭 15) (AFR) 
6464, ムル 石 に 開 す る 一 事項 Hugill, 
W. 


抄 2(38) 


ZRBR MRR BS ik 


#@ 38 


BT: & TiS KX WRIC © [ik] ORE HI IC aE & OF 
究 の 結果 三種 の TED 2 7 Ay % AB RT 
SHREBRDEY 5) BHA 
属す る 8 OL, 折 率 を 檎 せる 結 
果 a=1.642, y= td 1 
a=1.600, y=1.610 を 示せ る る % も の に 謝 別 
せ ち る 。 WHILE Ar BIC L CRE 
は その 生成 量 は 小 な れ ど え その 城 長 は 大 な 
る 傾向 を 有 し , RARE © SEP AS A & 
LTARSROLIML, 

c., 89, 121 ~123, 1940) (77 AJ 
61465, SBSH SERAOLIA 

の 分 解 AI 6497 BAR 
6465, ペン トナ イト 中 の クリ スト バー ル 
4%q Gruner, J. W. 

Wyoming 州 , Casper 及び Gillette の 
ベン ソン トチ テイ ト の X- 線 規 起 を 撮れ る に モ 
Y=V BY BO HCA PARE © BRB ar 7 
Y, Ze Ree Meee X UREA 
UD, HU REIE eR LICHBRIK 7 
YAPAN-L BSBA Y, Zo 
Pi, WEL ASR icBs, 

YRFAbDEILEPHL, 4 ORIRX 
り 推定 せる に 約 30% の クリ スト ※ ベ ー ル 
右 が 含有 さる 。 その 根源 は 火山 叶 0 火 に 求 
あめ ら る 可 く , 同時 に 噴出 せる 火山 広 は べべ 
YRFRA PKB, その 中 に 光り リス トペ 
ー ル 石 が 存する も ゃ の な り 。 (Am. Min. 
25, 587~590, 1940)[ 信 木 〕 

6466, Utah ji] = s77ew Sterrettite 
Larsen, E..S. 

Sterrettite Alg (PO4)4 (OH), 5H,O 
は な Utah } Fairfield 附近 の variscite 
HRD pseudowavellite PARE IC 


rey os 


の je 


(Trans. Ceram. 


産 す 。 BT th ROR GEIR BED Te D 5 
BEBY {110}, H=5, G=2.36 =e: A 
2V=60°+410°, X=a, Y=b, a=1.572, 
B=1.590, y=1.601, #has a:b:c= 
0.8662: 1:0.5325. ALK FH ay= 
8.90 A, by=10:20,°t)=5:43% ay: by: 
Cy= 0.872 :1:0.532, 22/H.Dy*, 正秀 
を 含有 す 。 Utah 及び Nevada 
INO variscite PERRI EL LC BH Te 
る Sterrett, D. B. Ric RACHA DY, 
(Am. Min. 25, 5134518, 1940) [大 森 】 
6467, baie: 
高橋 腰 利 
2612 RE VY A BORER (LN 
EFEX SFERKOM AGREE VS - 


PHORHE. oc cee ces 3.14~ 3.23% 
IPERIC CK BHRBESY. .. 10.88 っ 10:96% 
SiOg. i. ed Lis Se RROR EBM 
1 d. 3 ash ae 5.57~ 5.67%. 
Als OR 0.90~ 0.94% 
MEO 26S. sig 02 vie 3.33~ 3.41% 
CAG. eb eke 11.99~12.17% 
DARE Se eB 6.95~ 7.27% 
ea ee 
A TRS 


AIR IC T CeOg... 17.29~17.63% 
重量 潜 に て CeOy... 21.10~22.20% 


UZ EE 
の 酸化 物 と 思 は る ゝ も の 


Ee 


ンス 
A 


sae oo 2.30—~ 2.48% (R R50): 
BRI ki LMS MACK Ry 


ah 39 yb 


Gi th 3(39) 


38.34~39.00% ic L BIH UL FE SIC 
素 合計 30~35%, KLUTHO 409% 
(Zt ft TOE LTR ERC @ FB IC FRED BY 
の な る さ し 。 (BM, 28, 7~17, 1940) 
[河野 ] 

6468, Silvretta ski#H=EHRA 
nig, S. 

Silvretta, Jamgletscher skit ptra 
CRRA, RA, PREGRVAD ih 
-BSBIED, CORR it SXRARH 
(pseudotrachylite) tz 5 LESEDR A © AE 
成 時 期 を 見 る に , JRO Ik HP IC BUR RE 
Be RL, SCEO, 叉 は で の 上 
CAPRA AS, BTM ALREM 
CLC, 束 沸 石 は な 確 賀 な らち ざる も , HEE 
BEPRMAL OPT SO ML, 
(Zlb. 1940, 177181) [大 森 ] 

6469, Rammielsbergite 及び para- 
rammelsbergite Af 6491 BAR 
6470, FA HAO AAD AL AH 6490 Be 
6471, Dolerophanite Cu, SO。 の 結 
fat bZL «Richmond, W. E., Wolfe, 
Ce We 

AMEE 1868 年 10 月 Vosuvius 火 
I OME Kee L 際 に 生成 し , 之 に た に 就 い て 
Scacchi (1873) DZBIRD V. JEP Gold- 
schmidt, V. (1886) £2 & HRSA 
REY, 新しき 恒 敷 を 求め あたり 。 Dana 
(1892) は 前 者 を 控 用 せ し ゃ も , athe c Hh 
と を 交換 せり 。 M&M Strandmark (x $F 
HE ORDEAL, 更に 異 る 方 位 を 
zy (1902), Zambonini (4% & RFE 
Yo m6 OM ABO Fi AN ke 
果 は 混雑 せる も , こ と の 中 Goldschmidt の 


Korit- 


方 位 が 合理 的 な る を 以 て 最も 良き Zam- 
bonini jilllzé ffi % Goldschmidt の 方 位 

RAL, ARERLEL CRE, この 

REF UL (KEANE © AS (t as b:c= 

1.4842: 1:1.2089 に し て , HABHHAY B 

= 122° 18.5" te, 

FBS 49=9.39 A, bo=6.30, c, 
= 7.62 (ay: Dg : Cg =1 490: 171.209, 8 
= 122° 41.5’) に し て , 上 旋 成 分 を 分 
FRAT, AB Con trys | 

AAPPAIL a= 1.715, B= 1-820, y= 
1.880, 三 軸 性 正 』 光 軸 角 は 2V=85° な 
y。 (Am. Min. 25, 606~610, 1940) 
(KARI 
6472, LiBi,O,Cl, MFCM HAoO X 
線 的 研究 Sillén, L. G. 

LiBi,O,Cl, ode Bi-O-» 3 Fv fk 
AUNT CEA RAK IB, fe BA te 
り 。X 線 的 研究 の 結果 得 ら ちら れ た る 格子 恒 
BULRO MIL, 
a=3.840 A, c=12:03 A 


LiBi,O,CI, 
NaBi,O,Gly “= 3.877 12.13 
BiOCl 3.89 (7.37) 
LiBi,O,Br, 3876 12.47 
NaBi,O,Br, 3.925 12.55 
Cd,BigO,Br, 3.943 12.62 
BiOBr 3.92 (8.11) 
LiBi,O,I, 3.941 13.19 
NaBi,O,], 3.990 13.31” 
BiOT 4.01 (9.14) 


“REAM Di, に 属し , 分 子 式 を 
Me4O4X。 に て 示す 時 , 各 原 子 の 座標 は 
4Me (00Z, 00Z, Z=ca 0.15), 

40. (OFF, $04), 2X (00) 


抄 4(40) 


a BER DY BRR BS wes 


$a, 40 


な ye (Zs. anorg. u. allg. Chem. 242, 
41~46, 1939) [大 森 ] 

6473, NaHCO, off BBE 
asen, W. H. 

CuK。 線 を 用 ひ て 振動 結晶 BEER 
Y, 韻 測 と 計算 の 構造 因子 を 表 と し て 示 
2, ARIS ARR RIC LT, ag=6.19 
A, by=6.72A, Cy=6.49 A, B=121°42’ 
RSEAWEF RICA FER I Zina 
は C8 wu, Na, H RUC RFit 2 Ma 
ih bic), ORFG— REE E 
B,C OBML REV, CO, HO 2C- 
Ory PICS SHBBMRE RT, 
C-O fame 1.27 A PFOA IE 124° な 
Yo Na li 60 BEfLHE et RL, CORY 
距離 は 2.44 A ten, (Am. Chem. Soc. 
J. 62 1011~1013, 1940) CHR) 


SABRKWS 


6474, Victoria 中 Terip Terip = 
青 石 花 賠 岩 Baker, G. 

ATE iis ABER EBL, 中 粒 の 石 
英 , ERA, 友 草 長石 , SEBRUSRE 
石 の 石 基 中 に 長 さ LOWCHS SERA 
OPER 2 AT Rosiwal #eIC k Y) = BPE 
物 の 含有 比 を 検 せ る 結果 , 石英 29.9%, 
正 長 石 34.1, RERA 19.1, 8H 6.8, 
RAE 6.5, ARE 3.6 RV, BAIS 
BPRALBLEY 10mm 以下 の 他 形 を 
示し , & CARE, RERRUCHY 
b SRE Y AE AER DEAR SD Si- 
lurian Ye PUK RAE BE SRE Bc KY 
HE ADBM LAS Ser Y Tara 
SMUeOCL LV mato RRAS AR 


Zachari- 


の 成因 を 有する 捕獲 結晶 (xenocryst) と 
考 へ らち る 。 (Am. Min, 25, 543~548, 
1940) [竹内 

6475, ウイ ー ン Lainzer 動物 園 の 火 成 
331cRET Kohler A.; Marchet, A. 

Ky 4 —vitW Lainzer 動物 園 た 於 て 
水槽 建築 工事 た に際し, BABOKRENO 
Tn VERO © BEDS BB St bt 
た り 。 芝 等 は いづ れる 喜 第 三 紀 の 火山 活 
動 の 遺物 と 考 へ ちる 。 全 て 其 し き 分 解 作 
用 を 蒙 れ る も , そ の 中 最 る 多く , 注 目 す べ 
さも の は アル カリ ビク ライ ト , 及び その 
BARBY. WtOMRA BA, 時 
LEME A-MHA, KA (BH, 
多孔 質 人 等 あり ), CORK, RUBS 
質 を 蒙 れ る 岩 石 等 あり 。 そ の 各 に つき 詳 
RL, 最後 に その 時 代 及 びそ の 由 來 た つ 
x BBE PRY, (Min. Pet. Mitt. 51, 
102~140, 1939) (AAI 
6476, ボ へ ミヤ Mittelgebirge 地方 の 
同 源 性 捕獲 岩 と その 母 岩 の 硫 物 組成 の 嗣 
% Schmeer, D. 

HWE PE PREZ ICS SB POD EBAAD IRE & 
知る 和佐 た ボ へ ミヤ Mittelgebirge 地方 の 
火山 岸 中 の 同 源 捕 獲 岩 , OBER ICO 
CHEV, COREA © Me & 
LT, Ht, RABMELA DEV, 
32 ORDER BE IC 1 BOSE B25 RE 
集合 器 多 く , AN AABSPET, BA- 
FR BBE IK te KR RU - KEE Ic 
LM AHEAS * LTA, AMA 
が 塔 大 す 。 RAKRKACECARSBH 
普通 輝石 が 最も 多く , AAELICO Fit 
MALS Lo 2EL VRP SKK 


#8 41 ib 


ok 抄 5(41) 


Ra PRE ARAL LC 
れず , UH A-AAARSBS Lo 時 に 
MRA, ARBAZICMLS, BAK 
UBS CARAT AES, 
NBRGBEL, 特に 注目 す 可 き は 本 地 
方 の 農 石 中 の 稚 方 光石 の 有する 意義 に し 


て , 基 に 就き 詳細 に 論 ず 。 上 訪 に 見 る 如 


(RHE FO HAHEH O HEY ARK & fi ic 
LR2HEM RSH SRBRDESLLO 
7.0, (Min. Pet. Mitt. 52, 1~76, 
1940) (AAI 

6477, Rennerhiitte Ic#$its Wer- 
fener fepovees Hauser, L. 

ACHE ea IL aS OBER, BERS A, 
PRAURKRA, AP IRHEKR AO 4 PG Y te 
り , WON t SOKO MAE AE RNY, 
HRS RGA, RIED, AANA, 輝石 等 
より な り , BCA MALAT, TEKH 
中 の 稚 長 石 斑 上 唱 は 完全 に 分 解 し て 蛇 紋 
B, IEA, ARBRE XY te SRI 
じ , RAMIKRAREAT. PRU 
RUA IRELRER IL A/D DAE MRE 
有 有 し , い づれ る 方 解 石 , 終 泥 石 等 に よ つ て 
FIRES, NSA AMIE KA be 
fate SIC AIEVEH OM, BLS AIRE 
eH BENS %O te Y ,(Min. Pet. Mitt. 
51, 413~426, 1940) (AAI 
6478, BLXRWOME Shi ceaSy 
研究 ARB Le 

fk Ky OSEREE Pe FLO LMC 
HES oN PBR, MMO Beale, 
ROBERTI © a Tid k LETS 0 & Hal) 
PRIS TY tees Ly Vk BRE EK 
山 , ier KW URED FF EK Ly a 


た る 。 小 御岳 火山 は 謎 座 山 と 略 同 時 代 の 
壮年 期 の 優 触 作用 を 受け た る も の に し て 
% DNB LEG AK Ly © ER EE A IC RES AU AH 
KRES SORRY, 古 富 士 火山 な 主 と 
し て 集 塊 質 泥 流 より な り , その 活動 の 中 
心 は 現在 の 富士 火山 の 中 心 た 一 致し , 時 
RISB He SX Ly 狭義 の 富士 火 
山 は 玄武 岩 燈 岩 流 と 火山 砂 礁 の 評 居 から 
な る 成 礎 火山 に た し て 前 紀 二 火山 を 蔽 ふも 
の に し て 活動 は 沖 病 期 た 開始 を り 。 富士 
火山 南側 の ボー リン グ の 結果 受 旋 山 の 喧 
出 物 は 御坂 層 の 風化 土 の 上 に 直接 に 和幸 
リ り , POA) CHER te a ike, BES 
EWEEK SSL, (HU, 
52, 347~361, 昭 15) (AAJ 

6479, 箱根 火山 安山岩 の 石 基 中 の ピ ジ オ 
Yi ABA 

REY + VA ORISA K Ey 
ite Ly 2 HE KR TS TR ARBEMA © KIC L 
C, SGP KCRTSKARA, OEY AVR 
A, UT, クリ スト バー ルル 石 , 石英 及び 
アノ ー ジ クレ ー ス の 完 上 品質 集合 より な る 。 
FE TOE SAD 0 oP MERE US Clerici 深 液 た よ 
Y PHE? SEY A VEE (LEHR S 
ic SiO, 50,28, Al,O, 2.03, FeO, 2.33, 
FeO 21.70, MgO 14.77, CaO 8.02, TiO, 
0.59, P,O,; 0.00, MnO 0.38, Total 
100.10% な る 結果 を 得 た り 。 即ち その 
成分 な WoigEnsgFS』4g に し て , BRO 
7 We bE EB? Woo Engg Msqq に 酷似 
SSILBL, MEME VRER SREY 
ay HE AD West \k WogEng5Fs5g~W,. 
Eng7Fs3, (ICME S, (地質 47, 347~ 
351, 昭 15)【 信 木 〕 


抄 6(42) 


BBR RRB SE 
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6480, FILS FRRERKEONM 
#] 6460 2BFR 
6481, REAR RAORMPAW OW | 
PEPER ICE CT ARTZ 
KARBOREL EK P-ARERYS 
AKU ERED, COO D Be isk 
山 た つき 研究 を 行 リ り , < OMIA IS 
KOM, JEOMAEA EE IC CAR 
URE, 赤色 粘土 層 , Wee, 花 
MRA BOMEMT ih, 更に こと れ 等 の 
優 僕 作用 の 後 黄 土 の 堆 和 病 開 始 を り 。 そ の 
後 突 然 基 毅 の 片 訪 岩 及び 黄土 を 綿 き 玄武 
ASO PRB aL, 火山 津 , ae 
RAB LE LO MHERL, BRERA 
idee DE LL, ICKL SM ASHBIY St, 
ドー ム が 形成 さき る ゝ に 及び 火山 活動 は 終 
KEV BAIA HERE s MMTV, WE 
の 考察 より , Bewse kw ORM Mae 
土 堆 症 時 代 初 期 で 洪 病 世 来 か ら 沖 症 世 に 
BERR TE. MBI O HEARS — PE REIC 
な れる も の に 非 ず , — RUA wi EY 
長き は 注目 た 舘 す べし 。 (M452, 441 
~455, AA 15) LAA 
6482, Wyoming Jj] 南 Absaroka 山 
BRP OFBSHI IC ALAS 問題 Rouse, 
Ne 

南部 Absaroka (UPR © WA is LTB 
Absaroka 2 1) Sia © GE 7k OS 4 HY Se 
MIC LC, PEPE 1c TR HE -K Ly 
岩 , WEIR ROOK (yy AACS 28 ASS ah © FE 
Rito Bw e His, Ako KUBY & 
U, Xue Yo lk aKZE HERES AR SD 
ある 地域 た BCL AAR S SUI SS, 
Wood jy BASE IC HSC LR © IER 1 ME OBE 


AR 


KEE BIC AR Y 15 ~50 BE RPE 
At V9 BITE I) © — foe it TEAL IK 
し て 約 ・40 EME IC BV > 中 性 より 
felsic BAEC KV RASS SLBICOR 
DRABMIt, 北部 Absaroka jy MRE FICHE 
PROF ICA & te UV CHPARIC BLL S 
PEAHO St OL I ABAIIC RK A 
EBL, CHERISH ICMR 
ieee EWR), Wood jay } Wind yay_b’ 
TED Fhe BAO EC HS CT Vk DH Sak IC RE 
SED KAGE DS 存在 す , こ は Yel- 
lowstone BAZAR CHAU SHEL & RRL 
PERU KB AH Ys & EE 2 ke LUPE 
を 示す も の な る ベ べし 。 (Bull. Geol. Soc. 
Am., 51, 14~1427, 19403[ 河 野 
6483, FLIVINMOAAT—F SUBS 
Bogue, Ros ‘Hodse iE, of: t 
AAT — EUR e FR PS Ue 
は , SADR. LUC, BNA, BORG,” 
EA, SUSE A, SRA, PIPE A, 
CY AYHA, BEA, TARR AP,” 
ドア テイ マト SHES AL, thd ec 
PME TS S WE Py MAP vt KY te SAS hn SHV 
HSL, 之 を 詳細 に 研究 そる 結果 , - 此 等 
(BSE a EASE IC KR EA 8S 
混 生 同化 され , Rie sBCHeLLO 
に し て , & LIES S BGR IRR S 
RIP  WRERL EY + ERROR 
2 te SSL GTEO Zl AICHE L & OTe 
SHAH Yo BSBA & RS ae ILE: 
2; 8, BLAS >SARRLUEAO 
SDMICLT, ZAI OMS, Coriba 玄武 
岩 類 を 燈 し 込み , TEMES SIE UEP 
SIKHNV, ORR WoO BARE 
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SOCAN, BLAKE AZ wc Hh A 
ざり る も 先 た 卓 出 し , UESRIR ERIC SEE 
AROSE A EIR CCV AVIRA OR 
52 FAK Sa ALL SGD E ADV gy ZT 
—FRICWE~ % }D \ ICME SA OME 
同一 な ら ざ る は 注目 に 億 すべ し 。 誰 長石 


は 本 族長 石 よ すり 始 まり , 更 理 長 石 た 洋 し ,. 


その 一 部 は Bie アテネ ぷ サ イド に 移行 を 
yo (Am. Min. 25, 627~665, 1940) 
[八木 ] 

6484, 再 結晶 作用 を 促進 せ て しむ る 條 件 下 
に 於 ける 岩石 “流動” BE Griggs, D. 


HRICHG 34 ABUBR Ee BATS | 


BIC A TO)” RRL TS RICA S 

可 き 外 的 條 件 は 謙 力 , ZE 77, BE, 時 間 
及び 溶液 相 の 存在 の 評者 な り 。 WTR 
KkSRMOK AONE BHC CK 
Le&BYELEIRA SSEMBDE VS 著者 の 
IL RTEGRIK & hid AAA © HAAE |S hh 
めで 大 に し て , A, AWA, BABE 
の 塊 は HO, HCl 等 の 溶液 の 存在 する 
REL OPER ARIK LAT SEBEL 
DEV, LIL RTE DS RHE TSA 
に し て , か ょ る 流動 性 を 支配 する 2 つの 
法則 を 見 出せ り 。 ZAHAKRU SHA 
DST, 細 形 現象 の 際 に 深 液 の 存在 の 軍 
Bite ZwReAMT LOY, (Bull. Geol. 
Soc. Am. 51, 100141022, 1940) [人 木 】 
6485, METSABCHTS “HA” 現 
RoE Goranson, R. W. 

Bi D. Griggs OBR (AH 6484 
Bie). EAD BRT VY Yer ROE 
BEE V 5 理論 的 に 解 殺 せり リ 。 BD 
P SRBC k DIMMS SEBICHV S 


| 


可 汐 性 流動 現象 は , HASEMETG (change- 
BD fit] 
Akio ET BE ce TED 1 AG 


of-phase transfer mechanism) , 


| HOM & GMI bY) CHB SSLEO 


TEV 9 WSL SURBEO Pichi OIL 3 9 
PHAR RIC HN & [SVB ait WSR Be Ze BRS % HA 
US CIBER RT V9 € ORARIL Griggs OFF 
2s Goranson の 理論 と よく 一 致す る 事 

eRe), . (Bull. Geol. Soc. Am. 62, 
1023 ~1033, 1940) (AAR 
6486, 英國 Devonshire BUS fer 
OP ST PEHyte Perutz, M. 

Devon, Salterton jij O =k a eer 
CHE HS SAIC CMTENKHS BE 0.5 
mm~30cm の 賠 塊 あり , 之 は 放射 人 性 を 
AL, BRI ED Lig’ COMM 
ARK Bah), LAV rr FAV 
B—VFSVAEPUVOLY, Be 
SQLGML. COMBAT ERAS 
CO BCN PETC fe (ees U 030.5%, 
BB Re で 10°% RVs, COBH 
RE UFR te Sak (AR AE ICA 
AED) DAL ROBUHRSE BHR (Min. 
Pet. Mitt. 51, 1412161, 1939) [和信 木 】 
6487, KUSSMOMEILSMRA (第 一 
#8) RARE, Ta AM 

昭和 3 AE PIEPER S HEC L(A A 
14 年 7 月 た 到 り 再び 活動 を 開始 さり 。 
KAW see”? は 活動 前 (14 4B 4 A) Ic 
it pH 2.8, #2 BE 18°C に て Fe", Cl’, 
SO,” LADY, 活動 に PO “36%” 
IC (29 2.0 BER 見 られ , 7 月 に は HyS 
OPH Vs b US L ¢ BE D HEME DEAE AS 
ESIC WIC Awe LD, Be 10 月 
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に は 活動 は 最も 著しく , OL MKOB 
の 硫黄 球 を 多量 た 生 ぜ り 。 (EH, X 
線 分 析 の 結果 , と の 硫黄 球 は 小 離 硫黄 及 
OR IK OD HHEE FeS。 より な る こと 和 銘 
上 明 を り 。 湖 の 水温 は 14 年 11 月 最高 と な 
り 表面 に て 25°C, 深き 63m FE 
て 128°C ORIAKHBeY, Cl イオン る も 
SAL Alt 520 mg/1 の 最高 と な れ り 。 
(FR GTAR-A 19, 1198~1209, 昭 15)[ 信 木 〕 
4688, ZHWB=BAXKYRKROBZWKO 
pH 野口 喜 三 雄 , 川口 正雄 

PEK SRS A IK BRC BESET OOK 
山 放 を 各所 た 於 て 地表 ょ り 0.1, 0.3, 0.5, 
1.1, 2.0, 4.0, 5.0m の 所 より 探 集 し , 之 
& ik HC CHIRAL Xt OB 7koO pH 
EHME2V, LRORMCCWARDA 
が 少く その pH (LIMO % HICIES 
PRAT ICL , GRABS, PARTS, CERES , 
等 の 可溶性 物質 多き た を ため pH は 増大 し そ 
の 最大 値 な は 6.6 と な る 。 深 万 の 火山 広 が 
極め て 堅 瑞 た 固 ま れ る は その アル カリ 性 
物質 の 含有 量 が 大 な る に た による 。 叉 同村 に 
いて 非 療 作 土壌 と 耕作 土壌 と の pH を 
比較 せる に 申 同 一 た し て , JURE SB 
Bi oh UBL HF, (AE, 61,447~454, 
A 15) (AAR 


25k B 


6489, SRE BHA Gailagher, D. 
SHRI KY, MRSA O SHR PR 
石 に 富む 火成岩 と の 開 係 密接 な る も の 多 
Pre, それ ら に 於 ける 曹長 石 質 逃 入 
岩 が 常に 金 婚 床 成 生 の 直前 に 先 政 し , 
FFICILBREOLOKIBRAL WSe 


と , BRERA BRERA LY Bhp 
FLT, RHKCHWTOM-BHE £ V 
分 れ た る と と , SRAROHARBERE 
液 優 入 の 通路 を 支配 する 場合 ある と と 等 
を 指摘 し , HOC OMOSRRRS EE 
と し て 銀 及 他 の 硫化 物 た 逐 し く , MBE 
石 に 富む 火成岩 に 件 な ふ 金 斑 訂 が 銀 そ の 
他 の 太 化 物 に 富む と 大 差 あ る を 論じ , 爾 
岩上 築 の 本 質 的 相 異 を 推論 し , それ ぞ れ 異 
te SSM RESP SRA bE PBK 
eM), (Econ. Geol. 35, 698~ 
736, 1940) ( EB I 

6490, Hitt iijkO AA AF Lukesh, J.S. 
Spindelmuhle 及び Saxony # OFEAL RE 
RixE AS LEAS > BRBLE PICT 
Gi Uk BE IC MBA? SKE, 650°C HTC 
分 解 を 開始 を る と と 別 明 せり 。 分解 生 成 
分 は 銀色 の 玉 角 板 基 納品 及び 黄色 の 無 蔽 
PESRIC LC, AR NX BRASIL IC LY BRS 
RRA ND SLSR IK LC RF IS RAGE DR tz 
Ye (Am. Min., 25,539~542, 1940) 
CHAI 

6491, Rammelsbergite 及び para- 
rammelsbergite Peacock, M. A., 
Dadson, A. S. 

NiAs。 Stith #2 AHA RO MB 
り 。 前 者 を chloanthite, 後 考 を ram- 
melsbergite LBS Eisleben 及び 
Schneeberg 産 の rammelsbergite m2 
MIS Don? に し て , 晶 位 格子 恒 敷 は ag 
=3.53, by =4.78, Co (繊維 軸 ) = 5.78 A 
70 9 FADE ATIC ERR ISO =4pF as 
AES > Whats (110), B69 {110}, 比重 
G=6.97 (SSR 7.05), RAEI 
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SHI FAW. Fo 

Ontario} O=HR i £ Y RES S para- 
rammelsbergite の 恒 敷 は ay=5.74, by 
=5.81, co=11.405A に し て , ZR 
Den! な り 。 8[NiAs。] EHAT. BSBA 
{001}, 上 比重 G=7.12 (計算 値 7.24), 
(Am. Min. 25, 561~577, 1940) [大 森 ] 


ARB K SB 

6492, DBAs Permiakov, I.G. 

BWA Korth t S 43 Eel (1) HE 50 
~100km? CHEF SKM LCRKE 
小 重 力 を 表示 する も ゃ の, RU (2) $B 
至 小 型 ド ー ム に し て 大 型 ド ー ム の 重力 最 
TRO AWK SS % DO (Baichunas, 黒 
yy, Karaton 等 ) と , 甚 しき は 重力 最大 
lc} 3 (Asche-Buluk)%oLHV, そ 
OVI KY Fade, +, RO=hic 
分 た れ , #RoPpRc=%4, WA, AIR 
HE STREBL, これ 等 が 集合 し て 
岩 忠 の 均質 大 塊 を 形成 し 大 な る 上 昇 構造 
を な すこ と と あり 。 と これら の 岩 臣 丘 は 重力 
HCL vVPMMe SSL. KVGPEL. SR 
KE So 

dewey Tk cSHMh, Vs 7, ネオ コ ミ 
ャ ン , TTF VY RU GEO 各地 層 こ 
4545, EAL FP -— sO B RUPP RIE 
深 位 ドー ム の BMI HO S BSc 集 油 
す 。 岩 忠 管 の 濃 入 部 に は 特に 石油 の 集中 
大 な うり, 一 般 に た と の 地方 の 石油 BR 
次 集中 に 層 す る も の な り 。 これ 等 の ドー 
ム の 産油 面 面 病 は 20~100 へ クタ ー ル 
KL CRABHE 5~15 RG) 北部 ベイ チ ニ = 
チ ナス, Iskine 等 ) © MRA E Y 100 RG 


OWA ( 束 ペ ベイ チュ テス 北 Makat), 
及び 2.5~3.5 BRRICE SAU (BH 
イス キネ , Dossor, Koschaghl) に 分 れ , 
METRIC ay ATT 5 TRAIL (a) RATS 
BP POA( PY YL, RN F272), 
(b) BAK © TN TE Be AY ICT UFO BA 
も の (イス キネ ), (C) MBM (22K v ¥ 
ue, NAF 27%), (d) REEL R 
丘 ( 北 マ ヵ ト ) 及び (ec) BBR ( 東 ィ 
スキ ネ ) 等 に 分 た る 。 以上 の ぅ ち 一 井 以 
上 試掘 せら れ た る も の 24 丘 た し て 肉 10 
FSA HE te , 12 HIRE 
(CELA. AMOR: L RHOR 
見 に た よれ ば 中 部 ェ ム ぇ べ ベ の | 農 臣 丘 の 65~ 
70% は 組 湾 的 重要 な る も の な り 。 (XVII 
Intern. Geol. Congr., Abst. 17~18, 
1937) [高橋 ] 

6493, ケル チ ・ 多 マン 油田 Varentzow, 
M. I. 

Kertch 及び Taman 742 It BEE 
BIC YY 7M eILK Ha, クリ ミヤ 及び 
2-AVYAMMO PRCT, HAAG 
WAU OKEK BY, Hie k= 
紀 層 より 鮮新 以後 の 地層 に 至る 三 紀 乃至 
後 三 紀 層 を 含み , そ の 新 三 紀 層 特に 中 新 
SILER AICHS CS FRA ( , 酒田 推 
定 上 重要 な る 標準 と な る 。 PE ROMA 
FEL FT CA WO GHERO BE 著 し 
( , AMovekiy & RNA MRE 示す も 
OV, BERK RV AEE e 
fE3. SOY EOS), これ ら は 大 な る 
並行 構造 線 た 連 還 する 個々 の 岩 皿 の 上 昇 
SWARIC HAE ST. ML CHEERS AT aR 7 Y 
ミヤ 方 向 ( 南 西 一 北東 ) に 配置 きる 。 例外 
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と し て は 々 マン 御 島 の 北端 及び 東端 及び 
eo FARE OAL IRB Ie HSC lk FA a Pra 
ュー カサ サス 方 向 (北西 一 南西 ) 或 は 南北 施 


Wes, MAMMAL AMO Rich 


ZICH S 6 =HIRO ANIC Bo Fre 
PRL, wb Rr Sk Vay y vie 
KIRbS, 7XF 4130 Chongelek 7h 
FAC HSC 1k Be or eh 2S RRA (I 
ずる 事 が 護 明 され , 同 層 を 目標 と も て 新 
地 葉 に 深井 試 鑑 の 準備 中 に 悦 す 。 ケ ル チ 
PO BAER ROMEO MARIS vy 4 2 
IT BOR TBC All の 存在 が 確認 さ 
れ , 多 敷 の 良和 構造 に つき 試 鑑 の 準備 され , 
また タマ ン 全 島 に 旋 て 各所 だ た 於 て サル 
マ ャ シヤ 及 び マ イコ ツ ッ フ 層 の 経 湾 的 試掘 が 
行 は る ゝ に 至れ り 。 ME OAMRAI 
前 世紀 の 後 御 より 始め らち られ, 豊富 な る 石 
TILE, FEO BUR RUE BMH & ge 
見 する に 至れ り 。 革命 前 に た 於 て は 個人 的 
企業 に た より 幼稚 な る 開 本 が 行 は れ そ の 結 
FRAC Th A eA] © BIER SAT SEIS 
4 = > BR URIS < OFER BT OEE 
SACBARV >, (XVII Intern. Geol. 
Congr., Abst. 15~16, 1937) [高橋 〕 
6194, キュ ー バ ン ・ 黒 海 油 田 Voronov, 
RN } 

Kuban - “yf jh edb 2 — ALR 
OM MICH VSS KL VMS, WA 
AEE LOR ICD RSS 第 一 群 は ' Gori- 
achy Iiutch §@k) Krymskaya [fie 
AS HAS WAC LC, PUR KBRO 
BOmaA kV RY YB REET oR 
HRV Es, AP MRPICBS 3 ihe 
Ht Kalujskoye 及び flsk 油 Hit BIg oO 


標 式 的 代表 に し て , BIBI 属す も の に 
は Kudako, Keslerovo 及び Adaghum 
油田 等 あり 。 wr 4 za = MAO 
位 な は Karagan 階下 部 及び Chokrak 階 上 
WiC 5 HMRON BHC LVR 
され , そ の 原油 は 重 質 に し で 現在 殆 ん ど 
探 取 し し 寺 さ きれ た り 。 イ ルス え スク の 油層 は 中 
MPBy 4 av TOW RMR ARS 
LURY RHOMBEASCBHYV, 7 


KaDOypGarar Pv RUPsAIS ow 


OM, ARE, ROERAKBL, Se 
DCAMETO, BEOMRTRUL + 
AVUPAICETEL RAAF UZ, 
PhP Ley ey, RE Cryptomactra "の 
4 GEIS IC RNY MN as BA Sh, Mims 


その 西濃 の 沈 医 軸 半 た 行 は れ , 1.75077 
ター に つき 一 井 の 割 合 な り 。 オチ ッ ツ 」! 


ク 及 上 部 サル マシ ャ ヤ 情 の 油層 は 所 調 ER 
MAIR” 1 LT, THE OPRBE BS —92'°L , 
Maw lS VRS, MIRAI £ URS, 
HA MILA IS OPAL Ke ARDS S 
も の な り 。 アダ グ ム 油田 の 油層 は サル マ 
シャ 及び カラ ガン 層 に あり 殊 に 後者 が 開 
REN MMLHL, 油層 は 列 開 泥 放 農 及 
UME OW ELS, 要する に こと の 地域 に 
於 て は 従来 の 産油 雇 域 の 新 油 層 を 探る こ 
と 」 新 地域 た る 南北 の Varenikovo, Sum- 
arokovo, Kurchany @O#R23, Rwy 
PEGE TF SW O AF © HEE & ERS 
Mic#ebo%bOL3, (XVII Intern. 
Geol. Congr., Abst. 15, 1937) CRIB). 


2h aR 


6495, —ER{EHESICHET (1, Il) AR 


細 47 ohh 


NSE 


BERK 
UBS AG Ah BEI Ic HERE D sv YRC 
BEAR At HA AIS TT 1700°~1800°C 
Hr CC fn Bhat J PRUE © AER RUALLD 
PUTING L CHEAT 4 MERE CET Hho 
PUPA IC LC 比重 = 2.2, pa yRas = 1.70 
~1.80+, HLM FH =6.4A, 格子 中 
DPFBM=8 ty AFIYRRULRST 
WEF ALL CHEM ETIAS 
結果 150°C に て 試料 た 吸着 せる 水分 の 
RB SE OBA SY, 900°C YC 3 
な 次 第 た に 酸化 し , 950°C 1cjN CS IC TB 
TEL, Merk FER KS, KEMKPRIC KS 
WU 2 DO FER OD JM BIG TEL ARGH IK fe B Wwe aE 
EBERT HM 30.4% な り 。 (以下 第 1 
IR) 第 -2 SICA Ti MB © MBic kV 
PE(EL CHETKEER £ te SRMEE NPRU 
FiO PRM BI ICHKRY DEFER V 
(RS) (~ 7H, 15, 161 ~166, 237~ 
241, 1945) (47 Fy) 
6496, ROR 1 Wolff, J. 
| FRR ORBROGRKOS BLY OFM 
Chet BEA 0, PbO aay 
RECS SPNBEe AL, BaO は ate, 
He OMBe AF, StO % BaO と 同 
Rich URC er LS BOoHDV, CaO は 
WHA hh $4 & 4 T, BEIC Seger の 逃 べ を る 
INK TAY BRAN BIS BOS, Al,O3 の 
FET OGRA IIRL, M227 
AMEL THOS S, MgO は 尊 庶 大 な 
SABLA THRE TBS L, ZnO 
は 0.3 mol PPIs SHH Fy ARNE 
@EUC, SHE Y Bit Set LA 
Keith HOPE ET, 


Ki ze 


_(Sprechsaal, 


7S 349-~ 351, 


=001, 
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1940) (AAI 


6497, WA AIMS 6 ~BIR AM 6464 
参照 


6198, 金 紅 石 を 含む 人工 物 に た 於 ける 可逆 
的 の 感光 性 Williamson, W. O. 


Seal fa & Gt Hh BAIS BIGICER STH 
BT SCLERHV, THCSOOMRS 
So PEN FUR LATO CHORE 


た 。 (a) Anatase は な Fe iz Mn OFF 
AED PICS, dry の Myewhe 行 へ ば , 香 
titel, Hogmstake & 4eEMFS, Fe 
zis tb Dik AIG CMA ST LR 
LEI CHS, COMME HIKES 
ける 方 が 赤色 輝 た 於 ける より 著 し も ん, 正 
2 100°C PP o Iie (ROT, TICK 
し 得る 。 (b) Ke S NaCl の 存在 の 
FIC Cia, (£5242 1 PR 
する 。 生成 物 は rutile 及び 
titanate &fiz DEFICH ACE る 。 

(c) Anatase & Fe Off (ED FICK T, 

HCl SaMhea-Cpnehs tye rutile ic seb 
する 。 BOCVEL RAL AMAA ICA ALY © 
混入 する 事 た に 依 ろ て 保持 され る 。 (Min. 
Mag. 25,: 513-~528. 1940.) (jsp) 

6499, SSK S2RbOLVE 

の 分 解 Barlett, H..B. 

North Carolina je ih A © 4 hp 結果 
H,O+= 0.13, SiO,= 41.52, Al,O.= 
57.98, Fe,Q,=0.09, TiO,=0.05, CaO 
=0.31; Mg0=0.05, NagO=0.25, K,O 
total=10049% を 示せ る る も の 

を 試料 と し 2 種 に 細 粉 せる も の を 用 ひ て 
SAM UABE ICES TH BIR UEER IC SED 
る に 要する 時 間 を 測定 りり 。 共 結果 次 の 


Anatase 


sodium 
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如 し 。 
80~100 mesh 325 mesh 


WOON aavecce ee | Fain 3sec. 
TS NA OCS Note 6 Bile esau + 
1 0 LO Sere iies Bese 6 
1525.5 austere Dom Paras wns tas 10 
S00 A 16 
1475 TA A OR bog 37 
1450... 4 15... 1 min. 45 
1425...14 BOR SD 57 
1400...41 Nie ae, 15 
1375. ..— 7 

1350... 7 hours . Lhr. 45 min 

(Jour. Am. Ceram. Soc., 28, 249~ 


251, 1945) (Ar Pa) 
6500, eeick ) HME ic SE ehh 
し , 更に 加熱 し て クリ スト パー ル 石 及び 
KEOERL Michel-Lévy, A., Wyart, J. 
Ag 管 中 に 爆薬 と SiO, HRA RU HO 
LEHU, SEMEL Y EV, TOM 
力 は 3000~4000 kg-1cm2 wey, Sie 
KOH @ WML CHE HE TC 440° 
720°C ic 4-13 A fai ines L TakMOA 
SER Ae YV (720° eee asyvFarar 
ラス 中 に )。 若 し HOD DMEF SBE 
515° KTR FAA HB, 545° 及 610° 
KTAZVAPN-NGEAVTARALU 
た りり 。 若 し 管 が Cu より つく られ て その 
中 に HO を 有する 場合 は 450~650° に 
THEOABA LL, 720~730° に て タリ 
スト ペー ルビ ピュ ミス を 生じ た り 。 相 営 量 
の KOH & ind d 時 は 水 卓 を 生じ , 
KOH #Hic 1% を 添加 し 或 は Cu 〇 を 
添加 する 時 は クリ スト ペー を 石 を 生 ぜ 


Yo 之 等 の 結果 は 少く と る 450° & 605°C 
L OFFIC T Cu 自 器 の 水 唱 生成 作用 を 
妨 ぐ る 所 の 酸化 物 及 び 圭 酸 皿 が Cu 上 に 
生ずる 事 損 と 開 係 を 有する も の ょ > 如 し 。 
(Comples Rendns, 210, 733 ~734. 
1940., Sci. Abst. A. 48, 590, 1940) 


[高根 
石 Tk 


6501, BROW Scheer, W. 
BRASH XV VERB HO MA IK HE O 
HALLOLEA~KA MO MK ls Pras 
£YRYBORHL ho BREA CE 
AR TCL EAM EV CHA tA LT 
SILBEIC 1880 年 提唱 され 抽出 條 件 , 深 
POMEL BREE L, クレ どー ル ん と テ 
bF7 VY OS (1: 4) BABE CHR 
Lb S, HRMIUMIE CO。, CHy, Hy, a 
大 部 分 で 抽出 物 の 大 部 分 C 及 び I。 は モ 
ンタ ン 外 原料 と し て 用 ひる の みな ら ず 敵 
IPF — BL PRE, OR EL 原料 其他 工業 
原料 と よ とし て 極め あて 重要 な り 。 LAER 
汐 す れ ば ター を となり, 80% DRT 
トラ リン が 股 水 素 さ れ て テ フ タ リン と な 
れ VY。 (Feuerungstech., 28, 150, 1940) 
CHR HR I 
6502, 石炭 の 迅速 分 析 法 Belcher, R. 
Liebig 法 其 他 標 準 分析 法 の 類 棒 た 代 る 
も の と し て Na。O。 JIC MBRL TAT 
る Na。CO。 滴定 法 , 酸素 ポン プ 内 で 試料 
を 燃焼 させ 生 ずる CO. OW A FH 又は 
滴定 法 が 提唱 され た り ? 筐 者 は silit X 
は Glober }® & AU, 1350°C で 多量 の 
O。 流 中 に 試料 を 燃焼 させ る 法 を 研究 せ 
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Vo 試料 0.25g, 磁性 ボー ト を AOFM 
込 棒 た より 徐々 に 燃焼 管 中 心 た 入れ る 。 
Midvale 管 を 外し ボー ト を 徐 い た 後 % 約 
6 min. O。 を 流す 。 吸 政 を 終 れ る Mid- 
vale (ic (i Bakes ht & IRM O, & Zea 
CHIAL, BK ALCHRET, Kio 
Midvale 息 と を ボート に 依り 芝 績 的 使用 が 
HAR, 結果 は Liebig 法 と の 差 0.2% 以 
下 , 人 然 も 時間 的 に 見 て 簡易 迅速 を 要する 
場合 便 な り 。 (Feul, Aug., 172, 1940) 
CARTE 

6508, RRB LS AREER OBE 
Trifonow, J.; Toshew, G. 

Hae, FEB RG HERE 及び GRE PE BRIE 
三種 を 5000 mesh 1c ¥ Et S AAVE S 
gr. を 10000kg の TRA ic Re RL, 
SPAT ICL EE LIBERO PERE 
JERE VG FHRTHVA+ VEX PEE 
SBR CMR LCM EF Sz AYER 
lL — ER HRY LR -— IAS L 
コー クス , WAM, TABI LAIR BI 
加 了 する も ゃ の were, BRrv レト ルト に よる 
高温 夢 溜 た 於 て は ター ル の 減少 そる 以上 
に コー クス , PA, PAO Mee es 
Yo TURTREPE DeIC BES S47 4b BIE 
WS L BRM GE L3G Int Vo te RR 
び ク ー ク ス の 比重 の 増加 は 0.003~0.009 
な り 。(Brenn.-Chem., 21, 85~87, 1940) 
CHR J 


Sze & 


6504, 各地 産 の HLO の 比重 の 測定 
Goto, K., Okabe, K. 
HARE © /\ ESL, 米 國 及び at IP A © 


SEO ERECT OME MWEL 
大 阪 の 俺 導水 の 比重 と の 比較 を な せり 。 
比重 測定 の 方 法 は 示 差 水 品 浮 流 方 法 に ょ よ 
NV CERES ie SEM IL LCE 
7k © BRM IC AGRE? LD EY 5 HK 
の 水 は 日 本 の も の より る も 標 く 僅か (ca.+ 
0.6y) 丈 重 し 。 さ れ ど る も こと の 方 法 の 誤差 
は ( 土 0:5y) な る を 以 っ て 尼 て 盗 材 は 同 
ーー の 同位 元素 組成 を 有する と 考 ふ る を 至 
賞 と す 。 若 し その 差異 が 事 費 と そば それ 
は D に た に よる より も 重き OO にょ より 多く 原 
因 す る る の と 考 ふ べき さき なり 。 何と な れ ば 
HO 中 に 於 け 重 き OO Dotnet 
り 大 な れ ば な りう り 。 
15, 76~81. 1940) (iw) 
6505, AMICHO SERRE LRESS 
X 線 的 方 法 Du Mond, J., Youtz. J.P. 
Au 及び Cu & A FAE IC RPE Re 
wMELBEV, COB Cu は 均質 に 沈 小 
せしめ , Ault Sih Au Fo MARU 
IDE BIC U CHIRK LDE 
Vg HRICRaSt SXHANTZT bULTF 
フ を 用 ひ て Mok 線 の 選 提 廻 折 を 行 は し 
あめ て 上 衣 の 固 相 中 の tik RR & BAe 
Vo AEXRRICHT SMH RORE 
JRA ICS L Clk “PRR” & THO 
2 HOM CML, ZUXMCLS 
I RROA ES RUT S’OTLY, it 
L CHIC AEE & TF ~ BRERA RO BE 
LAE IC WYO HABE tT es RIC HLS TL 
EMEDTV o TAO MBE tb IFA 
OMEN tr MRF He と iw Bs 
ek VRAES SeMNY, (J. Applied 
Phys. 11, 357~365, 1940) [高根 】 
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6506, PVER=VAEABBLLCES 
する 方 法 Blumenthol, H. 

FETE O PEM & te Hb 7 rs = 
ODUCT b UO AE INA, 更に 
FA GRF DVO AROGBEEIML, 
COMARE RAUL, FARR OD BIG 
rE VY GED Beth FS Vjae pA % MET 
Bo DC PUI T 2 = 9 a OPE 
LSE ARIA L te V , Fe, Mn, Ca, Mg 
と 分 離す る 事 を 得 。 VEO PIM & WyFAL 
AIPO。 と し て 行 量 す 。 但 し チオ え HRM 
£L CYERMHS Cu, Zn, Cr, Ti) & O4 
離 に は 更に 操作 を 必要 と す 。 本 方 法 た に ょ よ 
り Al の 定量 を 試み を た る に 満足 すさ べき 潜 
果 を 得 た を たり, CORWMEBT CHWT. 
(Metall u. Erz, 87, 315~316, 1940) 
LAA] 
6507, ARR KLSZ SSAA OB 
括 RAR 
REAR BEES PT IC BEL CHB ie Sree 

ONIRUEBE, 容量 分 析 の 際 の 標準 と せる 
TAT O WBE EO Tk, BIULO LA} 
HA ZED CRICK, OBR 
に 種々 の 差異 ある に た 鑑み, WEAK Y 3 
FLA OF ARH LEK HRB KB k 
VERE SMAME NO, RICH 
SVE PR (LOR: O 5 BU BE © BRR & TE RE 
に 測定 せり 。 本 論 区 た に は その 結果 を 各 元 


元素 FEE TERE 


素 の ABC INKL CRAP. TOR 
LU Hs BD (LEE Mp Ic BE te B TCR 

に つき 摘 鉄 すれ ば 区 表 の 如 し 。 

UPR AO OE 


Al -AljO, 水 酸 化 物 ( 純 ) > 550° 
o 水 酸 化 物 ( 硫 og 9 

mae air) 990 

Ba BaCO, apes Son" 
Ca CaO fETR > 880° 
Cl AgCl BEL Toe: 
Fe Fe,O, kf (#4 (Hh) > 200° 
. 水 酸化 物 ( 硫 ° 
Sapte a aesy > 7008. 

K KCl ky peti 
135°~ 

KyPtCle BLE: API S590 

Li Li,SO, semen > 550° 
Mg Mg,P,0;" ume Soot 
MgSO 4 350°~ 

8904 EB 900° 

Mn Mn,0, 327 my > 950° 
TR TNG 
Mn,P,0, = DET A pion 

Na‘ NaCl! < ) wyyp dy a 
P Mg2P2O。 培 議 中  >600° 
SS ON EE >1000° 
Ti TiO, ——>kBbre#y (Ah) > 650° 
水 酸 化 物 ( 硫 ° 

Me Bar) 750 


(FERRE, 29, 391411, 1940) CA %9 


= as a FR MRR Be i # — He 
ee ee ae a 
BE mA 津 仮 玉 
SStmst EBRK Bie 純一 琴 井 誠太郎 
鈴木 oy 伊藤 AT 
3 = tt VE BIN Bit = ft 高根 勝利 
= = fk TA BE 
A @ @ (Ef) 
伊木 党 誠 石原 富松 ERR BI 小川 Rie AF LBS 
大 村 —B 人 金原 faze 加藤 武夫 木下 sa5k 木村 六郎 
佐川 虎 談 郎 AEA ES 竹内 HEE wars i FH AS 
Ht FEE EB 中 村 新 太郎 野田 勢 次 郎 原田 MEZE iia FA 連 
藤村 幸一 ime ws TRE 正昭 本 間 不 二男 松本 唯一 
松山 基 和 緒 松原 厚 井上 万 之 助 山口 孝三 山田 Jeu 
山根 AFR 
RIDSRABIB Ee (4 yy) 
大 森 啓一 加藤 A HE 河野 sere CB ARR = Ju 瀬戸 BIB 
高橋 - 純一 竹内 FEE 高根 BRAT HE fee 根 橋 雄 太郎 
待 場 Bb AR RB AK C= ESRB EB BX 
Wa Flt AE AAP BD スス fa 5A FA 
: o {UE TH RAG ifr BC Se BR 
RA Ba BRAT FA RODE EG 
BEBHRE 
a a» RR Fe A 
ta BR AR AT BE me eke ee 
{il ETS RA aS BS PQ k@ e@ se 
ARBAB MRSS a ヶ LX ae Bll A. Tt ae ait 
ARS A aie a rt Pe 
eee = on 所 
fll 42 1 By ap hie 
A) 届 者 ae ee ee 
{i ae TS RI PY ea Sib en eee 
He cA = BY 京 堂 
(Ra 27:0 #) 
A TS BL SYN RE Si a aes 2 8 Bl 
we 押 ED ii 所 AS ak BE ES} 普通 買 1 頁 208 
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